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1 はじめにはじめにはじめにはじめに

　このたびはHT3020をお求めいただき、ありがとうございます。

　HT3020 はナショナルインスツルメンツ社 NAT7210 をコントローラに採用した、
GPIB(IEEE488.2)インターフェースモジュールです。

　バスは 8bitの PC/104準拠となっており、ボードの占有 I/O アドレスや割り込み等
をジャンパによって設定できます。また、コントローラのほかに汎用８ビット入力ポ
ートも用意されており、GPIB アドレス等の読み込みに使用できます。ボード上には
GPIBアドレス設定 DIPスイッチを搭載するスペースも用意されています。

　NAT7210は NEC の uPD7210 とソフトウェアコンパチブルなモードの他に、テキ
サスインスツルメンツのTMS9914Aソフトウェアコンパチブルなモードも用意されて
いるため、すでにこれらのデバイスの使用経験がある場合にはソフトウェアの作成が
容易です。

■

　本マニュアルは、HT3020 の仕様や使用方法について書かれたものです。HT3020
の機能を最大限引き出すために、ご活用いただければ幸いです。
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2 注意事項注意事項注意事項注意事項

2.1  安全に関する注意事項安全に関する注意事項安全に関する注意事項安全に関する注意事項
HT3020 を安全にご使用いただくために、特に以下の点にご注意くださいますようお
願いいたします。

本製品には一般電子機器用（ＯＡ機器・通信機器・計測機器・工作機械等）に製造さ
れた半導体部品を使用しておりますので、その誤作動や故障が直接生命を脅かした
り、身体・財産等に危害を及ぼす恐れのある装置（医療機器・交通機器・燃焼制御・
安全装置等）に組み込んで使用しないでください。

また、半導体部品を使用した製品は、外来ノイズやサージにより誤作動したり故障し
たりする可能性がありますので、ご使用になる場合は万一誤作動、故障した場合にお
いても生命・身体・財産等が侵害されることのないよう、装置としての安全設計（リ
ミットスイッチやヒューズ・ブレーカ等の保護回路の設置、装置の多重化等）に万全
を期されますようお願い申しあげます。

2.2 取り扱い上の注意事項取り扱い上の注意事項取り扱い上の注意事項取り扱い上の注意事項
HT3020 に恒久的なダメージをあたえないよう、取り扱い時には以下のような点にご
注意ください。
! 電源の投入

HT3020 や周辺回路に電源がはいっている状態では絶対に本ボードの着脱を行
わないでください。

! 静電気
HT3020には CMOSデバイスを使用しておりますので、ご使用になるまでは帯
電防止対策のされている、出荷時のパッケージ等にて保管してください。

! ラッチアップ
電源および入出力からの過大なノイズやサージ、電源電圧の急激な変動等で使用
している CMOSデバイスがラッチアップを起こす可能性があります。いったん
ラッチアップ状態となると、電源を切断しないかぎりこの状態が維持されるた
め、デバイスの破損につながることがあります。ノイズの影響を受けやすい入出
力ラインには保護回路を入れることや、ノイズ源となる装置と共通の電源を使用
しない等の対策をとることをお勧めします。

！！！！
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3  NAT7210TM概要概要概要概要

HT3020 はコントローラにナショナルインスツルメンツの NAT7210 を使用していま
す。NAT7210は以下のような特徴を備えています。

 
! NEC uPD7210とピンコンパチブル
! NEC uPD7210および TI TMS9914Aとソフトウェアコンパチブル
! 低消費電力
! IEEE488.2の全ての要求仕様を満足
 バスラインモニタリング機能
 サービス要求の望ましいインプリメンテーション
 リスナがない場合にはメッセージを送信しない機能
! IEEE488.1の全てのインターフェースファンクションを実装
 ソースハンドシェーク(SH1)
 アクセプタハンドシェーク(AH1)
 トーカ／拡張トーカ(T5 or TE5)
 リスナ／拡張リスナ(L3 or LE3)
 サービスリクエスト(SR1)
 リモート／ローカル(RL1)
 パラレルポールリモート・ローカルコンフィグレーション(PP1,PP2)
 デバイスクリア(DC1)
 デバイストリガ(DT1)
 コントローラ機能(C1,2,3,4,5)
! プログラマブルデータ転送レート
! ドライバオーバーヘッドの削減
 データ転送中に ATNがアサートされた場合のデータバイト保護
 読み出しによってクリアされない割り込みステータスのサポート
! EOI/NL検出
! IEEE488コマンドの自動処理・未定義コマンド読みだしサポート

■

なおNAT7210の詳細な機能については、ナショナルインスツルメンツ発行の以下の資
料（いずれも英文）等をご参照くださいますようお願い申しあげます。(ナショナルイ
ンスツルメンツ社ホームページからダウンロード可能です。)

NAT7210TMデータシート（P/N 340488-01）
NAT7210TM Reference Manual（P/N 320744-01）

 お問い合わせ先： 日本ナショナルインスツルンツ株式会社
 TEL 03-5472-2970 FAX 03-5472-2977

URL http://www.ni.com/jp
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4  資料資料資料資料・参考文献・参考文献・参考文献・参考文献

本マニュアル作成に際して使用した資料・参考文献を以下に示します。

! National Instruments NAT7210TM Data Sheet
! National Instruments NAT7210TM Reference Manual (P/N 320744-01)
! National Instruments NAT9914TM Data Sheet
! National Instruments NAT9914TM Reference Manual (P/N 320775-01)

これらの資料は日本ナショナルインスツルメンツ株式会社ホームページからダ
ウンロード可能です。3ページをご覧ください。

! NEC　uPD7210C/D データシート
! NEC　uPD7210 アプリケーションノート
! テキサスインスツルメンツ TMS9914A GPIBアダプタユーザーズマニュアル

以上の資料３点は現在発行されていないため入手が困難です。
! 磯辺著 GPIB活用法(工学図書) ISBN4-7692-0179-6
! 岡村著　IEEE488(GPIB)とその応用(CQ出版) ISBN4-7898-3663-0
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5  テストプログラムテストプログラムテストプログラムテストプログラム

HT3020 には、動作確認のためのテストプログラムが用意されています。このプログ
ラムは C で記述されており、ソースも添付されていますので、プログラミングサンプ
ルとしてもご利用いただけます。これらのプログラムで使用している関数については
付録 Aをご参照ください。
《注意》
これらのプログラムは HT3020 のテストを目的としたものであり、プログラムの正当
性および特定の用途への適合性を保証するものではありませんのでご注意ください。

5.1  コントローラ機能のテストコントローラ機能のテストコントローラ機能のテストコントローラ機能のテスト
テストに必要な環境は次の通りです。
! HT3020+HT1010

この機器構成で GPIBコントローラを実現します。必要に応じて HT3010やフロ
ッピーディスクドライブ等を接続してください。

! GPIB機器
テスト用に接続する GPIB 機器は、コマンド・設定および動作についてよく理解
しているものを使用してください。もしお手持ちの GPIB機器がない場合は、5.2
節のプログラムを動作させたもう 1組の HT3020+HT1010を GPIB機器として、
コントローラ機能をテストすることも可能です。

テスト手順は次の通りです。
1. HT3020上のジャンパ設定

JP1
テストプログラムは、ボードの I/O ベースアドレスが出荷時デフォールトの
02C0Hであることを仮定していますので、JP1が A[10:4]=[0101100]に設定され
ていることを確認してください。
JP2
IRQ2を使用する設定にしてください。(図 7-3参照)
JP4
本ボードがシステムコントローラとなるよう、ジャンパを SC に設定してくださ
い。
なおその他のジャンパの設定状態は、プログラムの動作に影響しません。

2. 接続する機器の設定
接続する機器の GPIB アドレスを設定します。機器によって DIPSW で設定する
ものや、パネル操作で設定するもの等がありますので各機器の操作方法に従って
ください。デリミタ選択が可能な場合は、0AHまたは EOIを選択してください。
(テストプログラムは行末で 0DH,0AHを送出し、0AH送出時には EOIをアサー
トします。)

3. GPIB機器とHT3020の接続
GPIB ケーブルで機器間を接続します。動作しない場合の解析を複雑にしますの
で、これ以外の GPIB機器はできるだけ接続しないようにしてください。
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4. 3020TSTC.EXEの実行
マニュアルディスクの¥TEST ディレクトリにある 3020TSTC.EXE を実行しま
す。このとき、コマンドラインパラメータとして、コントローラのアドレスおよ
び接続する GPIB機器のアドレスを指定してください。例えば、コントローラ(本
ボード)の GPIBアドレスを 1とし、接続する GPIB機器のアドレスを 7とする場
合であれば、

TEST¥3020TSTC　1　7
と入力します。なお以下の例では、フロッピーディスクドライブが接続されてい
ることを仮定していますが、HT1010+HT3020 のみの環境で実行する場合は、あ
らかじめフラッシュメモリディスクに 3020TSTC.EXE を書き込んでおくか、
RMTDRVユーティリティを使用し、コンソールからファイルを Y-MODEM転送
して実行してください。フラッシュメモリへの書き込み、RMTDRV使用方法等に
ついては HT1010 ユーザーズマニュアルをご参照ください。実行時のコンソール
表示例を以下に示します。

A>TEST¥3020TSTC　1　7
HT3020 GPIB I/F Controller function Test
Copyright (c) Umezawa Electric Co.,Ltd. 1998

[CTR(1) >> DEV(7)]

5. GPIB機器へのコマンド送出
テストに使用する機器に対して応答が容易に確認できるコマンドを送出し、結果
が得られることを確認します。IEEE488.2準拠の GPIB機器であれば、共通のク
エリが用意されており、例えば*IDN?クエリは機器名称やバージョン等を応答と
して返します。HP1652Bに対してコマンド送出した場合のコンソール表示例を以
下に示します。

[CTR(2) >> DEV(7)]*IDN?
[CTR(2) << DEV(7)]HEWLETT PACKARD 1652B,0,REV 02.06
[CTR(2) >> DEV(7)]

 コマンド受け付け状態で空行を入力すると、プログラムは終了します。送信したコマ
ンドが?のついたクエリの場合、テストプログラムは相手機器からの応答を待ちま
すが、一定時間経過後応答がない場合は--- no response ---と表示します。また、
何らかの原因でコマンドが送出できなかった場合は Error sending data over
GPIBと表示します。

 IEEE488.2 準拠機器は、*SRE コマンドでサービスリクエスト発生条件を設定するこ
とができます。例えば GPIB機器に*SRE 16を送信すると、GPIB機器がコント
ローラに送出するメッセージがあると SRQをアサートし、サービスリクエストす
るように設定されます。テストプログラムはコマンド送出後、一定時間 SRQがア
サートされるかどうかを確認し、サービス要求があった場合にはシリアルポール
動作を行ったのち、GPIB 機器をトーカ指定してメッセージを受信します。実行
時のコンソール表示例を以下に示します。

[CTR(2) >> DEV(7)]*SRE 16
[CTR(2) >> DEV(7)]*IDN?
[SRQ  from DEV(7)]HEWLETT PACKARD 1652B,0,REV 02.06
[CTR(2) >> DEV(7)]
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コマンドが Error sending data over GPIB となり送出されない場合....
! GPIBケーブル

GPIB ケーブルは正しく接続されていますか？特に HT3020-U00 を使用してい
る場合はボードから GPIB コネクタまでのケーブル配線も正しいかどうか確認
してください。

! JP設定状態の確認
特に I/Oベースアドレスが正しく設定されていることを確認してください。

応答が--- no response ---となり受信できない場合....
! GPIB機器の設定

相手機器の GPIBアドレスは、テストプログラムで指定したものと一致していま
すか？

! タイムアウトの設定
 相手機器が約 1 秒以内に応答しない場合は、タイムアウトとなります。もし相手機器

の応答が遅い場合は、ソースプログラム 3020TSTC.Cの timeout設定値を変更し
て再度コンパイルし、テストを行ってください。

5.2  トーカトーカトーカトーカ・リスナ機能のテスト・リスナ機能のテスト・リスナ機能のテスト・リスナ機能のテスト
テストに必要な環境は次の通りです。
! HT3020+HT1010

この機器構成で GPIB機器を実現します。必要に応じて HT3010やフロッピーデ
ィスクドライブ等を接続してください。

! GPIBコントローラ
HT3020 にコマンドを送出したり、データを受信するために必要となります。
PC98 シリーズのパソコンは、NEC 製の GPIB 拡張ボード(PC9801-29N)を使用
して BASIC から GPIB を制御することができます。もしお手持ちの GPIB コン
トローラ装置がない場合は、5.1節のプログラムを動作させたもう 1 組の
HT3020+HT1010を GPIBコントローラとして使用することができます。

テスト手順は次の通りです。
1. HT3020上のジャンパ設定

JP1
テストプログラムは、ボードの I/O ベースアドレスが出荷時デフォールトの
02C0Hであることを仮定していますので、JP1が A[10:4]=[0101100]に設定され
ていることを確認してください。
JP4
このテストではシステムコントローラとなりませんので、ジャンパをNSCに設定
してください。
なおその他のジャンパの設定状態は、プログラムの動作に影響しません。

2. コントローラ装置の設定
接続するコントローラ装置の GPIBアドレスを設定します。機器によって DIPSW
で設定するものや、パネル操作やソフトウェアで設定するもの等がありますので
各装置の操作方法に従ってください。デリミタは、EOIを選択してください。(テ
ストプログラムは EOIのみをデリミタとして認識します。)

3. GPIBコントローラ装置とHT3020の接続
GPIB ケーブルで機器間を接続します。動作しない場合の解析を複雑にしますの
で、これ以外の GPIB機器はできるだけ接続しないようにしてください。
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4. 3020TSTD.EXEの実行
マニュアルディスクの¥TEST ディレクトリにある 3020TSTD.EXE を実行しま
す。このときコマンドラインパラメータとして、HT3020 の GPIB アドレスを指
定してください。例えば、本ボードの GPIBアドレスを 7とする場合は、

TEST¥3020TSTD　7
と入力します。なお以下の例では、フロッピーディスクドライブが接続されてい
ることを仮定していますが、HT1010+HT3020 環境で実行する場合は、あらかじ
めフラッシュメモリディスクに 3020TSTD.EXEを書き込んでおくか、RMTDRV
ユーティリティを使用し、コンソールからファイルを Y-MODEM転送して実行し
てください。フラッシュメモリへの書き込み、RMTDRV 使用方法等については
HT1010 ユーザーズマニュアルをご参照ください。実行時のコンソール表示例を
以下に示します。

A>TEST¥3020TSTD　7
HT3020 GPIB I/F Talker/Listener function Test
Copyright (c) Umezawa Electric Co.,Ltd. 1998

テストプログラムを実行するとHT1010の P0ポートを出力に、P2ポートを入力
に設定します。この後コントローラからのコマンド待ち状態となります。

5. GPIBコントローラからのコマンド送出
コントローラ装置から HT3020へコマンドを送り、動作を確認します。テストプ
ログラムでは次の 4 つのコマンドを受け付けます。(コマンドは IEEE488.2 には
準拠していません。)応答メッセージを返す P2?コマンドの場合は、コントローラ
からHT3020をトーカに指定して応答メッセージを受信してください。

 表 5-1 テストプログラムの受信可能コマンド一覧

P0 <設定値> P0に<設定値>を書き込みます。値は 10進数で指定します。
P2? P2 の状態を問い合わせます。トーカ指定されたときに、ポー

ト状態を P2? <ポート状態>のフォーマットで報告します。ポ
ート状態は 10進数で報告されます。

SRQ <0|1> P2?コマンドの応答時にサービスリクエストを行うかどうか
を設定します。 0 を指定するとサービスリクエストは行いま
せん。 1を指定すると SRQをアサートします。

QUIT プログラムを終了し、コマンドプロンプトに戻ります。

コマンド送出・データ受信方法はコントローラ機器のマニュアルをご参照くださ
い。
コンソールから何かキー入力を行うと、プログラムは終了します。
受信したコマンドはコンソールに表示されます。上記に該当しないコマンドの場
合はコンソールにエラーを表示します。コンソール表示例を以下に示します。

[Received CMD]P0 1
[Received CMD]SRQ 1
[Received CMD]*IDN?
Not Supported command

コントローラがコマンドを送出できない場合....
! GPIBケーブル

GPIB ケーブルは正しく接続されていますか？特に HT3020-U00 を使用してい
る場合はボードから GPIB コネクタまでのケーブル配線も正しいかどうか確認
してください。
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コントローラが応答を受信しない場合....
! JP設定状態の確認

特に I/Oベースアドレスが正しく設定されていることを確認してください。
! コントローラ装置の設定確認

コントローラ装置はデリミタとして EOI を送っていますか？また指定している
リスナやトーカの GPIBアドレスは、テストプログラムで指定したものと一致し
ていますか？
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6  仕様仕様仕様仕様
本ボードの主な仕様を表 6-1に示します。

表 6-1 HT3020仕様

コントローラ National Instruments NAT7210
GPIB トランシーバ SN75160BN / SN75162BN
I/Oアドレス A4-A10をジャンパで設定、16バイトを占有
割り込み IRQ2から 7をジャンパで選択
基板サイズ 90.2×95.9×15.2mm（突出部を含まず）
電源電圧 5V±5%
消費電流 95mA(Typ.)

（ただし周辺回路無接続時の Typ.値です。）
動作温度範囲 0～70℃
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7  ハードウェア機能ハードウェア機能ハードウェア機能ハードウェア機能

この章では、HT3020 のハードウェア機能に関連する事項について説明します。
NAT7210 の詳細についてはナショナルインスツルメンツ発行のデータシートやリフ
ァレンスマニュアルもご参照ください。

7.1 　ブロック図　ブロック図　ブロック図　ブロック図
図 7-1にHT3020のブロック図を示します。

図 7-1 HT3020ブロック図
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7.2  コネクタ信号配置コネクタ信号配置コネクタ信号配置コネクタ信号配置

7.2.1  コネクタピン配列コネクタピン配列コネクタピン配列コネクタピン配列

表 7-1から表 7-3にコネクタの信号配列を示します。表中、-印の端子は未使用です。

　　　表 7-1 CN1信号配列

A1 - B1 GND
A2 SD7 B2 RESETDRV
A3 SD6 B3 +5V
A4 SD5 B4 IRQ2
A5 SD4 B5 -
A6 SD3 B6 -
A7 SD2 B7 -
A8 SD1 B8 -
A9 SD0 B9 -
A10 - B10 GND
A11 AEN B11 -
A12 - B12 -
A13 - B13 /IOW
A14 - B14 /IOR
A15 - B15 -
A16 - B16 -
A17 - B17 -
A18 - B18 -
A19 - B19 -
A20 - B20 -
A21 SA10 B21 IRQ7
A22 SA9 B22 IRQ6
A23 SA8 B23 IRQ5
A24 SA7 B24 IRQ4
A25 SA6 B25 IRQ3
A26 SA5 B26 -
A27 SA4 B27 -
A28 SA3 B28 -
A29 SA2 B29 +5V
A30 SA1 B30 -
A31 SA0 B31 GND
A32 GND B32 GND

　　　表 7-2 CN2信号配列

1 DIO1 2 DIO5
3 DIO2 4 DIO6
5 DIO3 6 DIO7
7 DIO4 8 DIO8
9 EOI 10 REN

11 DAV 12 GND
13 NRFD 14 GND
15 NDAC 16 GND
17 IFC 18 GND
19 SRQ 20 GND
21 ATN 22 GND
23 SHIELD 24 GND
25 - 26 -

表 7-3 CN3信号配列

1 P0 2 P1
3 P2 4 P3
5 P4 6 P5
7 P6 8 P7
9 +5V 10 GND



13

7.2.2 CN1信号機能信号機能信号機能信号機能

CN1は、CPUバス信号が配置されています。信号配置は PC/104に準拠しています。

表 7-4　CN1信号機能

信号名信号名信号名信号名 機能機能機能機能
SA[10:0] アドレス入力です。
AEN アドレス入力が有効であることを示します。I/O のアドレスデコードには SA とと

もに、この信号が Lであることを使用しています。
SD[7:0] データ入出力バスです。
/IOR I/Oリード信号です。
/IOW I/Oライト信号です。
RESETDRV リセット入力です。Ｈアクティブですのでご注意ください。
IRQ[7:2] 外部割り込み出力です。本ボードが使用する割り込み出力は JP2で選択します。
+5V システムの電源です。+5Vを供給します。
GND システムの GNDです。

7.2.3  CN2信号機能信号機能信号機能信号機能

CN2には GPIBの信号が配置されています。なお、信号は全て負論理です。

表 7-5　CN2信号機能

信号名信号名信号名信号名 機能機能機能機能
DIO[8:1] GPIB のデータラインです。コマンド・データメッセージはこのラインを使用し

て送受信されます。
EOI データ転送の終了を示す信号で、トーカがアサートします。また、この信号はパ

ラレルポールの実行を示します。
REN システムコントローラは、この信号を使用してデバイスをリモートプログラミン

グ可能な状態にします。
IFC システムコントローラは、この信号を使用してバスの制御を非同期に取得しま

す。この信号を受けたデバイスは既知の静的な状態になります。
SRQ デバイスが CICに対してサービス要求がある場合、この信号を使用して通知しま

す。この信号は、シリアルポールされるまで保持されます。
ATN この信号がアサートされると、全てのデバイスはリスナとなります。この信号が

アサートされている場合、バス上の情報はコマンドメッセージとして解釈され、
アサートされていない場合はデータメッセージとして解釈されます。

DAV 3 線ハンドシェークに使用する制御信号です。この信号はデータライン上の信号
が有効な状態にあることを示します。コントローラがコマンドを送る場合や、ト
ーカがデータメッセージを送る場合はこの信号を制御します。

NRFD 3 線ハンドシェークに使用する制御信号です。この信号は、デバイスがデータを
受信できる状態かどうかを示します。コントローラがコマンドを送出している場
合は、全てのデバイスがこの信号をドライブします。トーカがデータメッセージ
を送出している場合は、リスナだけがこの信号をドライブします。

NDAC 3 線ハンドシェークに使用する制御信号です。この信号は、デバイスがデータを
受け取ったかどうかを示します。コントローラがコマンドを送出している場合
は、全てのデバイスがこの信号をドライブします。トーカがデータメッセージを
送出している場合は、リスナだけがこの信号をドライブします。

SHIELD GPIBケーブルのシールドが接続されています。
GND システムの GNDです。
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7.2.4  CN3信号機能信号機能信号機能信号機能

CN3は汎用 8ビット入力ポートの信号です。なお、ボード上の DIPスイッチ搭
載スペースに部品を実装した場合は、このコネクタから信号を入力することがで
きませんのでご注意ください。

表 7-6　CN3信号機能

信号名信号名信号名信号名 機能機能機能機能
P[0:7] 8bitの汎用入力ポートです。出荷時は 10KΩでプルダウンされています。JP5で

プルアップに切り替えることができます。
+5V システムの VCCに接続されています。
GND システムの GNDに接続されています。

7.2.5  コネクタ型式コネクタ型式コネクタ型式コネクタ型式

CN1,CN2の型式等を表 7-7に示します。なお CN3は実装されていません。CN3取り
付けスペースには 10極のボックスピンヘッダを実装して、リボンケーブルを接続する
ことが可能です。（メーカー・型式は同等他社製品が使用される場合があります。）

表 7-7 コネクタ型式

コネクタコネクタコネクタコネクタ メーカーメーカーメーカーメーカー 型式型式型式型式 備考備考備考備考
CN1 ASTRON AT-ES1-64-12-2-GF PC/104 J1スタックスルーコネクタ
CN2 ASTRON AT-SRDPH-26-2-1-GF 26極ボックスピンヘッダ

7.3  CN2-GPIBコネクタ接続ケーブルコネクタ接続ケーブルコネクタ接続ケーブルコネクタ接続ケーブル
HT3020-P01にはCN2からパネルマウント用GPIBコネクタまでの接続ケーブルアセ
ンブリが付属しています。ケーブルアセンブリに使用しているコネクタの型式等を表
7-8に示します。（メーカー・型式は同等他社製品が使用される場合があります。）ケー
ブル長は約 30cmです。

表 7-8 ケーブルアセンブリ使用コネクタ

メーカーメーカーメーカーメーカー 型式型式型式型式 備考備考備考備考
ヒロセ電機 HIF3BA-26D-2.54R 26極リボンケーブル圧接コネクタ
第一電子工業 57FE-20240-2OSD35 パネルマウント用 GPIB圧接コネクタ

GPIBは 24本の信号線を使用しますので、CN2の 26極のうち最後の 2端子は使用し
ていません。なお、CN2 の信号配置は、GPIB コネクタとの接続に圧接コネクタを使
用する場合を想定していますので、図 7-2に示すように CN2の端子番号は GPIBコネ
クタの端子番号とは直接対応しません。付属ケーブルを使用せずに、はんだ付けタイ
プの GPIBコネクタ等を使用する場合にはご注意ください。
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 図 7-2 GPIBコネクタ信号配置と CN2信号配置の対応

7.4  ジャンパ設定ジャンパ設定ジャンパ設定ジャンパ設定
HT3020には JP1から 5までのジャンパがあります。ここでは機能別にジャンパの設
定について説明します。なお、３極ポスト型のジャンパはシルクで○印がある端子か
ら順に 1、2、3番ピンとなっています。

7.4.1  JP1
JP1は、本ボードの占有する 16バイト I/O空間の先頭アドレス(ベースアドレス)を設
定します。出荷時 JP1は 02CxHに設定されています。なお、アドレスの設定は SA[10:4]
について行います。(アドレスの下位 4 ビット SA[3:0]はボード内の I/O 選択に使用し
ますので設定することはできません。) JP1は 7個の 3極ジャンパポストで構成されて
おり、対応するアドレスのビット割り当ておよび設定方法はシルクで表示されていま
す。1表示のある側にジャンパソケットを挿入するとそのビットには 1を、0表示のあ
る側にジャンパソケットを挿入するとそのビットは 0 を設定したことになります。出
荷時は A9,A7,A6が 1、その他が 0に設定されています。
《注意》
各ビットのジャンパソケットは、必ず 1 か 0 のどちらかを設定し、ジャンパソケット
をはずした状態で動作させないでください。

CN2
 1  13
 2  14
 3  15
 4  16
 5  17
 6  18
 7  19
 8  20
 9  21
10  22
11  23
12  24

DIO 5
DIO 6
DIO 7
DIO 8
REN
G ND
G ND
G ND
G ND
G ND
G ND
G ND

DIO 1
DIO 2
DIO 3
DIO 4
EO I
DAV
NRFD
NDAC
IFC
SRQ
ATN
SHIELD

 1
 3
 5
 7
 9
11
13
15
17
19
21
23

 2
 4
 6
 8
10
12
14
16
18
20
22
24

CN2G PIB G PIB
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7.4.2  JP2
JP2 は本ボードの使用する割り込みチャンネルを選択します。出荷時には割り込みを
使用しない設定となっています。使用する割り込みチャンネルに対応するジャンパソ
ケットの設定は、図 7-3をご参照ください。

2

3

4

5

6

7

JP2

IRQ2

2

3

4

5

6

7

JP2

IRQ3
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3

4

5

6

7

JP2

IRQ4

2

3

4

5

6

7

JP2

IRQ5

2

3

4

5

6

7

JP2

IRQ6

2

3

4

5

6

7

JP2

IRQ7

2

3

4

5

6

7

JP2

未使用
(出荷時)

図 7-3　JP2の設定

7.4.3  JP3
JP3 は GPIB のシールド端子を GND に接続するかどうかを選択します。出荷時には
シールド端子が GND に接続されています。ジャンパの設定と機能は表 7-9の通りで
す。

表 7-9　JP3の設定

接続接続接続接続 機能機能機能機能
1-2 GPIBのシールド端子を GNDに接続します。(出荷時設定)
2-3 GPIBのシールド端子は GNDに接続せず、オープンとします。

7.4.4  JP4
JP4 は本ボードをシステムコントローラとして使用するかどうかを選択します。通常
システムコントローラは１つの GPIBシステム中にただ 1つ存在することができ、IFC
および REN信号を出力することができます。出荷時にはシステムコントローラに設定
されています。設定可能なモードは表 7-10をご参照ください。

表 7-10　JP4の設定

モードモードモードモード 備考備考備考備考
SC 本ボードをシステムコントローラとして使用します。(IFC,REN は出力、出荷時設

定)
NSC 本ボードをシステムコントローラとして使用しません。(IFC,RENは入力)
161 161互換モードで使用します。(IFC,RENは入出力可能)
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7.4.5  JP5
JP5は汎用 8ビット入力ポートのプルアップ／プルダウン切り替えに使用します。
出荷時には、JP5 はポートをプルダウンする接続になっています。JP5 は出荷時にパ
ターンで接続されていますので、プルアップに切り替える場合はカッタ等で 1-2,3-4間
のパターンを切断し、1-3,2-4間を半田付けでショートし接続を変更してください。

表 7-11 JP5の設定

接続接続接続接続 接続接続接続接続 状態状態状態状態
1-2,3-4接続 1-3,2-4オープン ポートを 10KΩでプルダウンします。(出荷時設定)
1-3,2-4接続 1-2,3-4オープン ポートを 10KΩでプルアップします。
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8  I/Oアドレスマップアドレスマップアドレスマップアドレスマップ

この章では、HT3020 の占有する I/O アドレスマップを示します。コントローラの
NAT7210はリセット後 NECの uPD7210互換レジスタモード(以降単に 7210モード
と呼びます)となりますが、設定によりテキサスインスツルメンツ TMS9914A 互換レ
ジスタモード(同様に 9914モードと呼びます)となります。レジスタの配置や機能は各
モードで異なりますのでご注意ください。
本ボードは I/O アドレス空間に 16 バイトを占有し、先頭アドレスを JP1 で設定しま
す。アドレスデコードは SA[0:10]までの 11ビットのみで行っていますので、他のボー
ドの占有する I/O アドレスと重複しないようご注意ください。出荷時には先頭アドレ
スが 2C0H に設定されています。JP1 の設定方法については7.4.1項をご参照くださ
い。

8.1  7210モードレジスタマップモードレジスタマップモードレジスタマップモードレジスタマップ
表 8-1に 7210モード時のレジスタマップを示します。リセット後はこのレジスタ配置
となります。

表 8-1　7210モードレジスタマップ

SA3 SA2 SA1 SA0 出荷時出荷時出荷時出荷時 I/O アドレスアドレスアドレスアドレス リード時リード時リード時リード時 ライト時ライト時ライト時ライト時
0 0 0 0 02C0 DIR CDOR
0 0 0 1 02C1 ISR1 IMR1
0 0 1 0 02C2 ISR2 IMR2
0 0 1 1 02C3 SPSR/VSR SPMR/ICR2
0 1 0 0 02C4 ADSR ADMR
0 1 0 1 02C5 CPTR/SASR AUXMR
0 1 1 0 02C6 ADR0/ISR0 ADR/IMR0
0 1 1 1 02C7 ADR1/BSR EOSR/BCR
1 x x x 02C8-02CF DIP SW(汎用入力ポート) -

表中の VSR,ICR2,SASR,ISR0,IMR0,BSR,BCR は NEC の uPD7210 には存在しない
レジスタで、NAT7210 で拡張されています。これらのレジスタをアクセスする場合
は、ページイン補助コマンドを実行する必要があります。8.3.1項をご参照ください。
また、AUXMR への書き込みを通して表 8-2に示す 8 つの補助レジスタをアクセスす
ることができます。(UXRF,AUXRG,AUXRIはNECの uPD7210には存在しないレジ
スタで、NAT7210で拡張されています。)

表 8-2　補助レジスタ

bit7 bit6 bit5 bit4 レジスタレジスタレジスタレジスタ
0 0 1 0 ICR
0 1 0 0 AUXRG
0 1 1 x PPR
1 0 0 x AUXRA
1 0 1 x AUXRB
1 1 0 0 AUXRE
1 1 0 1 AUXRF
1 1 1 0 AUXRI
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8.2  9914モードレジスタマップモードレジスタマップモードレジスタマップモードレジスタマップ
表 8-3に 9914 モード時のレジスタマップを示します。9914 モードへの移行方法は
8.4.1項をご参照ください。

表 8-3　9914モードレジスタマップ

SA3 SA2 SA1 SA0 出荷時出荷時出荷時出荷時 I/O アドレスアドレスアドレスアドレス リード時リード時リード時リード時 ライト時ライト時ライト時ライト時
0 0 0 0 02C0 ISR0 IMR0
0 0 0 1 02C1 ISR1 IMR1
0 0 1 0 02C2 ADSR IMR2/EOSR/BCR/ACCR
0 0 1 1 02C3 BSR AUXCR
0 1 0 0 02C4 ISR2 ADR
0 1 0 1 02C5 SPSR SPMR
0 1 1 0 02C6 CPTR PPR
0 1 1 1 02C7 DIR CDOR
1 x x x 02C8-02CF DIP SW -

表中の IMR2,EOSR,BCR,ACCR,ISR2,SPSRはテキサスインスツルメンツTMS9914A
には存在しないレジスタで、NAT7210で拡張されています。これらのレジスタはペー
ジイン状態となるまではアクセスすることができません。9914モードでページイン状
態に移行する方法については8.3.2項をご参照ください。

8.3  ページインページインページインページイン
NAT7210はNECの uPD7210およびテキサスインスツルメンツTMS9914Aから拡張
されたレジスタを持っており、これらのレジスタをアクセスする場合にはページイン
補助コマンドを使用する必要があります。ページイン補助コマンドの使用方法は 7210
モード、9914モードで異なりますのでご注意ください。

8.3.1  7210モードでのページインモードでのページインモードでのページインモードでのページイン

ページイン状態とするためには、まず AUXMR にページイン補助コマンド
(page-in,コードは 50H)を書き込みます。次に、ページイン状態でアクセス可能
なレジスタをリードライトします。ページイン状態で(ページインでアクセスさ
れる)レジスタをリードライトすると、ページイン状態は解除されます。アセン
ブラによるアクセス例を以下に示します。

mov dx,02c5h ;AUXMR
mov al,50h ;page-inコマンド
out dx,al ;
mov dx,02c6h ;IMR0(page-in状態でアクセスするレジスタ)
mov al,00000100b ;
out dx,al ;
;いったんページイン状態でアクセス可能なレジスタにリードライトすると
;ページイン状態は解除されます。

8.3.2  9914モードでのページインモードでのページインモードでのページインモードでのページイン

9914 モードの初期状態では、ページイン状態でアクセス可能なレジスタは I/O
空間にはマッピングされていません。ADSR レジスタと同じアドレス(オフセッ
ト+2)には、４つの書き込みレジスタ IMR2,EOSR,BCR,ACCR が配置されてお
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り、これらの各レジスタをアクセスするための 4 つのページインコマンド
(piimr2,pieosr,pibcr,piaccr)が用意されています。いずれかのページインコマン
ドをいったん AUXCR に書き込むと、次に別のページインコマンドを実行する
かクリアページインレジスタコマンド(clrpi)を実行するまで、各ページインコマ
ンドに対応する書き込みレジスタをADSRレジスタと同じアドレス(オフセット
+2)でアクセスすることができます。各ページインコマンドを表 8-4に示しま
す。

表 8-4ページインコマンド(9914モード)

コマンドコマンドコマンドコマンド コードコードコードコード 機能機能機能機能
piimr2 1EH Page-In Interrupt Mask 2 Register (IMR2)
pieosr 9EH Page-In End-Of-String Register (EOSR)
pibcr 1FH Page-In Board Control Register (BCR)
piaccr 9FH Page-In Accessory Register (ACCR)
clrpi 9CH Clear Page-In registers

4つのページインコマンドのいずれかが実行された状態であれば、ISR2と SPSR
がそれぞれオフセット+4、+5でリードアクセスできるようになります。
クリアページインコマンド(clrpi)を実行すると、これらの拡張された書き込みレ
ジスタおよび ISR2、SPSRは I/O空間から消え、アクセスできなくなります。
アセンブラによるアクセス例を以下に示します。

mov dx,02c3h ;AUXCR
mov al,01eh ;page-in IMR2補助コマンド
out dx,al ;命令実行後オフセット+2に IMR2が現れます。
;他のページインコマンドを実行するか、クリアページインコマンドを実行する
;までは、常に IMR2,ISR2,SPSRが現れた状態となっています。
mov dx,02c2h ;IMR2
mov al,00000100b ;ATN割込みをイネーブル
out dx,al
mov dx,02c4 ;ISR2(page-in状態のためアクセス可能)
in al,dx ;AL←ISR2

8.4  モードの移行モードの移行モードの移行モードの移行

8.4.1  7210モード→モード→モード→モード→9914モードモードモードモード

リセット後 NAT7210 は 7210 モードとなります。9914 モードに移行するには
AUXMR(オフセット+5)に sw9914 補助コマンド(15H)を書き込みます。アセン
ブラによる記述例を以下に示します。

mov dx,02c5h ;AUXMR
mov al,15h ;sw9914補助コマンド
out dx,al ;この命令実行後は 9914モードとなります。
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8.4.2  9914モード→モード→モード→モード→7210モードモードモードモード

9914モードから 7210モードに移行するには、AUXCR(オフセット+3)に sw7210
補助コマンド(99H)を書き込みます。アセンブラによる記述例を以下に示しま
す。

mov dx,02c3h ;AUXCR
mov al,99h ;sw7210補助コマンド
out dx,al ;この命令実行後は 7210モードとなります。
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9  7210モードレジスタ機能モードレジスタ機能モードレジスタ機能モードレジスタ機能

この章では、7210モードでのレジスタ機能詳細について説明します。なお、7210モー
ドと 9914モードで名称が共通なレジスタがありますのでご注意ください。なお、説明
中の GPIB バスの状態を示すステータス名やメッセージ名を示す略号については、付
録 Bをご参照ください。(これらは IEEE488.1で定義されています。)

9.1  データレジスタデータレジスタデータレジスタデータレジスタ
データレジスタは GPIB とホストシステムとの間のデータやコマンドの転送に使用す
るレジスタです。DIR(Data In Register)と CDOR(Command/Data Out Register)は独
立していますので、CDORに書き込んだデータやコマンドは DIRの読み出しデータに
は影響しません。

9.1.1  DIR
DIR は NAT7210 がリスナ時に受信したデータを保持します。DIR にデータが
ラッチされると、ISR1の bit0(DIビット)がセットされます。(ただし、データ受
信モードが continuous モードになっている場合は除きます。詳しくは11.6.2項
をご参照ください。)
DIRのリードによって、

! ISR1の bit0(DIビット)がクリア
! RFDホールドオフが解除

されます。
なお、DIR と CDOR は独立のため、CDOR に書き込んだデータやコマンドは
DIRの読み出しデータには影響しません。DIRの各ビットは GPIB データライ
ンの各ビットに対応します。DIRは JP1で設定したベースアドレス+0でリード
アクセスします。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
DIO8 DIO7 DIO6 DIO5 DIO4 DIO3 DIO2 DIO1

図 9-1 DIRのビット構成

9.1.2  CDOR
CDOR は NAT7210 がトーカかコントローラになっている場合に、ホストシス
テムから GPIBにデータを送ります。書き込まれたデータまたはコマンドは、ソ
ースハンドシェーク機能によって他の GPIBデバイスに転送されます。
CDORへの書き込みによって、
! ISR1の bit1(DOビット)がクリア
されます。
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CDORと DIRは独立のため、書き込みデータやコマンドは DIRのラッチ内容に
は影響しません。CDORの各ビットは、GPIBデータラインの各ビットに対応し
ます。CDORは JP1で設定したベースアドレス+0でライトアクセスします。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
DIO8 DIO7 DIO6 DIO5 DIO4 DIO3 DIO2 DIO1

図 9-2 CDORのビット構成

9.2  割込みレジスタ割込みレジスタ割込みレジスタ割込みレジスタ
NAT7210 は 17 種類の割込み要因があり、それぞれについて割込み要求を示すステー
タスビットと、割込みマスクビットが用意されています。割込みステータスレジスタ
(ISR0,ISR1,ISR2)には割込み要因に対応したステータスビットや内部ステータスを示
すフラグが、また割込みマスクレジスタ(IMR0,IMR1,IMR2)には割込み要因に対応し
たマスクビットやその他の設定ビットが割り当てられています。

9.2.1  ISR0
ISR0は割込みステータスビットと内部ステータスビットで構成されています。
図 9-3に ISR0のビット構成を示します。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
nba STBO NL EOS IFCI ATNI - SYNC

図 9-3 ISR0のビット構成

ISR0 の各ビットは、IMR0 で割込み要因がマスクされているかどうかにかかわ
らずセット・リセット条件に応じて変化します。ホストシステムが ISR0をリー
ドしている間にこれらのビットの状態に変化があった場合は、進行中のリードサ
イクル終了後に ISR0 の内容を変更します。各ビットの機能を表 9-1に示しま
す。ISR0 は JP1 で設定したベースアドレス+6 でリードアクセスし、アクセス
する前にページインコマンドを実行する必要があります。なおこのレジスタは
NECの uPD7210には存在せず、NAT7210で拡張されています。

表 9-1 ISR0の各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
nba New Byte Available nbaは CDORへの書き込みによって 1にセットさ

れ、pon+nbaf+(NTNL&SIDS)+STRSの条件が成
立すると 0にクリアされます。

STBO Status Byte Out STBO IEがセットされている場合に、GPIBコン
トローラが NAT7210 に対してシリアルポールを
行うと、STBOは1にセットされます。pon+(SPMR
書き込み)+~SPASの条件が成立すると 0にクリア
されます。
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NL New Line Receive NL は GPIB データバスから ASCII の new
line(0AH)を受信すると 1 にセットされます。
pon+(LACS&~NL&ACDS)の条件が成立すると 0
にクリアされます。

EOS End-Of-String ISR1 の END ビットが EOS キャラクタの受信に
よ っ て セ ッ ト さ れ た こ と を 示 し ま す 。
pon+(LACS&~EOS&ACDS)+~REOSの条件が成
立すると 0にクリアされます。

IFCI IFC Interrupt GPIB の IFC*がアサートされるとセットされま
す。pon+(ISR0リード)&~SISB+IFCIのクリアの
条件が成立すると 0にクリアされます。

ATNI ATN Interrupt GPIB の ATN*がアサートされるとセットされま
す。pon+(ISR0 リード)&~SISB+ATNI のクリア
の条件が成立すると 0にクリアされます。

- Don’t Care このビットは使用されていません。
SYNC GPIB Synchronization データ転送の GPIB ハンドシェークが完了すると

1にセットされます。

9.2.2  IMR0
IMR0は割込みイネーブルビットと割込み制御ビットで構成されています。
図 9-4に IMR0のビット構成を示します。ハードウェアリセット後 IMR0は 80H
になります。(GLINTがイネーブル、その他はディスエーブルです。)

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
GLINT STBO

IE

NLEN 0 IFCI IE ATNI

IE

0 SYNC

IE

図 9-4 IMR0のビット構成

GPIBのステータスやイベントが、1にセットされているイネーブルビットの条
件に合致すると、NAT7210はハードウェア割込みを発生します。各ビットの機
能を表 9-2に示します。IMR0は JP1で設定したベースアドレス+6でライトア
クセスし、アクセスする前にページインコマンドを実行する必要があります。な
おこのレジスタは NEC の uPD7210 には存在せず、NAT7210 で拡張されてい
ます。
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表 9-2 IMR0の各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
GLINT Global Interrupt Enable NAT7210 の INT 出力を許可・禁止します。この

ビットが 0の場合は INTは出力されません。
STBO

IE
Status Byte Out

 Interrupt Enable
NAT7210 がどのようにシリアルポールのサービ
スリクエストを行い、またコントローラからのポー
リングに反応するかを決定します。
このビットが 0の場合は SPMRの rsvビットでサ
ービスリクエストを行います。GPIBコントローラ
が NAT7210 をシリアルポールすると NAT7210
は SPMRに保持されている値を送出します。
このビットが 1の場合は SPMRの rsvビットはサ
ービスリクエストのためには使用できず、reqt 補
助コマンドを使用してサービスリクエストを行う
必要があります。コントローラが NAT7210 を
シリアルポールすると STBOは 1 にセットさ
れ割込みが発生しますので、ホストシステム
は SPMR にデータを書き込み、NAT7210 は
このデータをシリアルポールへのレスポンス
として送出します。

NLEN New Line End Enable このビットが 1の場合は 7bit ASCIIの new line
キャラクタ(0AH)を EOSキャラクタとして扱いま
す。アクセプタハンドシェークは new lineキャラ
クタを EOIが送られたのと同様に反応します。

IFCI
IE

IFC Interrupt Enable このビットが 1の場合はGPIBの IFC*がアサート
されると割り込みが発生します。

ATNI
IE

ATN Interrupt Enable このビットが 1 の場合は GPIB の ATN*がアサー
トされると割り込みが発生します。

SYNC
IE

GPIB Synchronization
Interrupt Enable

このビットが 1 の場合は GPIB ハンドシェークが
完了し、転送が終了した場合に割り込みが発生しま
す。

9.2.3  ISR1
ISR1は 8つの割込みステータスビットで構成されています。図 9-5に ISR1の
ビット構成を示します。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
CPT APT DET END

RX

DEC ERR DO DI

図 9-5 ISR1のビット構成

ISR1 の各ビットは、IMR1 で割込み要因がマスクされているかどうかにかかわ
らずセット・リセット条件に応じて変化します。ホストシステムが ISR1をリー
ドしている間にこれらのビットの状態に変化があった場合は、進行中のリードサ
イクル終了後 ISR1 の内容が更新されます。各ビットの機能を表 9-3に示しま
す。ISR1は JP1で設定したベースアドレス+1でリードアクセスします。
《注意》
AUXRIレジスタの SISBビットが 0の場合は、ISR1のリードによって 1にセ
ットされていたビットはクリアされますのでご注意ください。
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表 9-3 ISR1の各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
CPT Command Pass Through 未定義または未定義コマンドに続く 2 次コマン

ド、および AUXRE,AUXRF で指定したコマンド
が検出されたことを示します。このビットがセット
されるとNAT7210はDACホールドオフ状態とな
ります。この状態を解除するためには valid補助コ
マンドを AUXMRに書き込む必要があります。
CPT ENAB ビットが 1 の場合、CPT ビットは未
定義コマンドまたは未定義コマンドに続く 2 次コ
マンドが検出されたことを示します。未定義のアド
レスコマンドは NAT7210 がトーカまたはリスナ
に指定された場合にのみ検出します。
AUXRE,AUXRF で指定したコマンドがある場合
は、これらのコマンドが検出された場合にも CPT
ビットがセットされます。
セット条件:
[UCG+ACG&(TADS+LADS)]& undefined
&ACDS&CPT ENABLE
+UDPCF&SCG&ACDS&CPT ENABLE
+DHADT&GET&ACDS
+DHADC&(SDC+DCL)&ACDS
+DHATA&TAG&~UNT&ACDS
+DHALA&LAG&~UNL&ACDS
+DHUNTL&(UNT+UNL)&ACDS
+DHALL&ATN&ACDS
クリア条件:
pon+(ISR1リード&~SISB)
+(CPTRリード&SISB)
UDPCFのセット条件:
[UCG+ACG&(TADS+LADS)]&undefined
&ACDS&CPT ENABLE
UDPCFのクリア条件:
[(UCG+ACG)&defined+TAG+LAG]&ACDS
+~(CPT ENABLE)+pon
(※UDPCFは未定義 1次コマンドの検出)

APT Address Pass Through GPIB の 2 次アドレスを受信したことを示しま
す。2 次アドレスは CPTR を通して読みだしでき
ます。このビットがセットされると NAT7210 は
DACホールドオフ状態となります。この状態を解
除するためには validか nonvalid補助コマンドを
AUXMRに書き込む必要があります。
セット条件:
ADM1&ADM0&(TPAS+LPAS)&SCG&ACDS
クリア条件:
pon+(ISR1リード&~SISB)
+(validコマンド+nonvalidコマンド)&SISB

DET Device Execute Trigger GETコマンドを受信したことを示します。
セット条件:
DTAS=GET&LADS&ACDS
クリア条件:
pon+(ISR1リード&~SISB)+clearDETコマンド
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END
RX

End Receive 以下の3つのEND条件のいずれかを満足するデー
タバイトを受信したことを示します。
- REOSビットが 1で受信データが EOSRの内容
に一致した場合
- NLENビットが 1で受信データが ASCIIの new
line(0AH)に一致した場合
- データ受信時に EOI信号がアサートされた場合
セット条件:
(EOI+EOS&REOS+NL&NLEN)&ACDS&LACS
クリア条件:
pon+(ISR1リード&~SISB)+clearENDコマンド

DEC Device clear このビットは DCL か SDC コマンドを受信したこ
とを示します。
セット条件:
DCAS=(SDC&LADS+DCL)&ACDS
クリア条件:
pon+(ISR1リード&~SISB)+clearDECコマンド

ERR Error このビットの機能は NTNLビットの状態に依存し
ます。
NTNL=0の場合、CDORの内容が失われたことを
示します。GPIB上にリスナが存在しない状態でデ
ータを送出した場合や、SIDS 状態で CDOR にデ
ータが書き込みされた場合、SDYSから SIDSへの
遷移が起きた場合等にセットされます。
NTNL=1 の場合はソースハンドシェークがデータ
やコマンドをリスナのいないバスに送出しようと
したことを示します。この場合はデータは失われま
せん。
セット条件:
~NTNL&TACS&SDYS&DAC&RFD
+~NTNL&SIDS&(CDORへの書き込み)
+~NTNL&(SDYS → SIDS)
+NTNL&SDYS&EXTDAC&RFD
クリア条件:
pon+(ISR1リード&~SISB)+clearERRコマンド

DO Data Out このビットが 1 の場合は GPIB トーカとして
CDOR に次のデータを受け入れることができるこ
とを示します。CDOR にデータが書き込まれた場
合や、アクティブなトーカではない状態になるとク
リアされます。
セット条件:
TACS&SGNS&~nba
クリア条件:
~TACS+~SGNS+nba+(ISR1リード&~SISB)

DI Data IN このビットが 1 の場合は GPIB リスナとしてトー
カからのデータを受け取ったことを示します。
セット条件:
LACS&ACDS&~(continuousモード)
クリア条件:
pon+(ISR1リード&~SISB)
+(Finish Handshake & Holdoffモード)
+(DIRリード)
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9.2.4  IMR1
IMR1は 8つの割込みイネーブルビットで構成されています。
図 9-6に IMR1のビット構成を示します。ハードウェアリセット後 IMR1は 00H
になります。(すべてディスエーブルとなります。)

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
CPT IE APT IE DET IE END IE DEC IE ERR IE DO IE DI IE

図 9-6 IMR1のビット構成

GPIBのステータスやイベントが、1にセットされているイネーブルビットの条
件に合致すると、NAT7210はハードウェア割込みを発生します。各ビットの機
能を表 9-4に示します。割り込み発生条件については、ISR1 の対応するビット
の説明をご参照ください。IMR1は JP1で設定したベースアドレス+1でライト
アクセスします。

表 9-4 IMR1の各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
CPT IE Command Pass Through

Interrupt Enable
このビットが 1の場合は、ISR1の CPTビットが 1
になる条件での割り込みを許可します。

APT IE Address Pass Through
Interrupt Enable

このビットが 1の場合は、ISR1の APTビットが 1
になる条件での割り込みを許可します。

DET IE Device Execute Trigger
Interrupt Enable

このビットが 1の場合は、ISR1の DETビットが
1になる条件での割り込みを許可します。

END
IE

End Receive
 Interrupt Enable

このビットが 1の場合は、ISR1の END RXビッ
トが 1になる条件での割り込みを許可します。

DEC
IE

Device clear
 Interrupt Enable

このビットが 1の場合は、ISR1の DECビットが
1になる条件での割り込みを許可します。

ERR IE Error Interrupt Enable このビットが 1の場合は、ISR1の ERRビットが
1になる条件での割り込みを許可します。

DO IE Data Out
Interrupt Enable

このビットが 1の場合は、ISR1の DOビットが 1
になる条件での割り込みを許可します。

DI IE Data IN Interrupt Enable このビットが 1 の場合は、ISR1 の DI ビットが 1
になる条件での割り込みを許可します。

9.2.5  ISR2
ISR2は割込みステータスビットと内部ステータスビットで構成されています。
図 9-7に ISR2のビット構成を示します。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
INT SRQI LOK REM CO LOKC REMC ADSC

図 9-7 ISR2のビット構成

ISR2 の各ビットは、IMR2 で割込み要因がマスクされているかどうかにかかわ
らずセット・リセット条件に応じて変化します。ホストシステムが ISR2をリー
ドしている間にこれらのビットの状態に変化があった場合は、進行中のリードサ
イクル終了後 ISR2 の内容が更新されます。各ビットの機能を表 9-5に示しま
す。ISR2は JP1で設定したベースアドレス+1でリードアクセスします。
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《注意》
AUXRIレジスタの SISBビットが 0の場合は、ISR2のリードによって 1にセ
ットされていたビットはクリアされますのでご注意ください。

表 9-5 ISR2の各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
INT Interrupt このビットは、イネーブルになっている割り込みス

テータスビットの論理 ORです。
セット条件:
GLINT&[
(CPT& CPT IE)+(APT+APT IE)+(DET+DET
IE)
+(ERR&ERR IE)+(END RX &END IE)
+(DEC & DEC IE)+(DO& DO IE)+(DI & DI IE)
+(REMC & REMC IE)+(SRQI & SRQI IE)
+(LOKC & LOKC IE)+(CO & CO IE)
+(ADSC & ADSC IE)+(STBO & STBO IE)
+(IFCI & IFCI IE)+(ATNI & ATNI IE)
+(SYNC & SYNC IE)]

SRQI Service Request NAT7210がCICのときSRQメッセージを受けた
場合に 1 にセットされます。複数のデバイスがサ
ービス要求している場合は、RQS送出後再びSRQI
がセットされます。
セット条件:
(CIC&SRQ&~(RQS&DAV))
(※ここで RQS=DIO7&~ATN&SPMS)
クリア条件:
pon+(ISR2リード&~SISB)+clearSRQIコマンド

LOK Lockout Remote/Local インターフェースファンクション
の状態を示します。(LWLS+RWLS)のとき 1 にセ
ットされます。

REM Remote Remote/Local インターフェースファンクション
の状態を示します。(REMS+RWLS)のとき 1にセ
ットされます。

CO Command Out このビットが 1 の場合は、CDOR が空でコマンド
送出が可能なことを示します。
セット条件:
CACS&SGNS&~nba
クリア条件
(ISR2リード)&~SISB+~CACS+~SGNS+cdba

LOKC Lockout Change このビットが 1の場合は、LOKビットに変化があ
たことを示します。
セット条件:
LOK↑+LOK↓
クリア条件:
pon+(ISR2リード)&~SISB+clearLOKCコマンド

REMC Remote Change このビットが 1の場合は、REMビットに変化があ
たことを示します。
セット条件:
REM↑+REM↓
クリア条件:
pon+(ISR2 リード)&~SISB+clearREMC コマン
ド
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ADSC Addressed Status Change このビットが 1の場合は、ADSRの TA,　LA, CIC,
MJMNのいずれかのビットに変化があったことを
示します。
セット条件:
(TA↑+TA↓+LA↑+LA↓+CIC↑+CIC↓
+MJMN↑+MJMN↓)&~(lon+ton)
クリア条件:
pon+(ISR2リード)&~SISB+clearADSCコマンド
+lon+ton

9.2.6  IMR2
IMR2 は割込みイネーブルビットと内部コントロールビットで構成されていま
す。図 9-8に IMR2 のビット構成を示します。ハードウェアリセット後 IMR2
は 00Hになります。(すべての割り込み、DMA機能はディスエーブルとなりま
す。)

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
0 SRQI

IE

DMAO DMAI CO IE LOKC

IE

REMC

IE

ADSC

IE

図 9-8 IMR2のビット構成

GPIBのステータスやイベントが、1にセットされているイネーブルビットの条
件に合致すると、NAT7210はハードウェア割込みを発生します。各ビットの機
能を表 9-6に示します。割り込み発生条件については、ISR2 の対応するビット
の説明をご参照ください。IMR2は JP1で設定したベースアドレス+2でライト
アクセスします。
《注意》
NAT7210には DMAによるデータ転送機能がありますが、本ボードではサポー
トしていませんので DMAO ビットおよび DMAI ビットに対する設定は無効で
す。

表 9-6 IMR2の各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
SRQI

IE
Service Request
Interrupt Enable

このビットが 1の場合は、ISR2の SRQIビットが
1になる条件での割り込みを許可します。

DMAO DMA Output Enable このビットを 1 に設定したときは、トーカのデー
タ転送に DMAを使用します。(本ボードでは DMA
は使用できませんので 0を設定してください。)

DMAI DMA Input Enable このビットを 1 に設定したときは、リスナのデー
タ転送に DMAを使用します。(本ボードでは DMA
は使用できませんので 0を設定してください。)

CO IE Command Out
Interrupt Enable

このビットが 1の場合は、ISR2の COビットが 1
になる条件での割り込みを許可します。

LOKC
IE

Lockout Change
Interrupt Enable

このビットが 1 の場合は、ISR2 の LOKC ビット
が 1になる条件での割り込みを許可します。

REMC
IE

Remote Change
Interrupt Enable

このビットが 1の場合は、ISR2の REMC ビット
が 1になる条件での割り込みを許可します。

ADSC
IE

Addressed Status Change
Interrupt Enable

このビットが 1 の場合は、ISR2 の ADSC ビット
が 1になる条件での割り込みを許可します。
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9.3  シリアルポールレジスタシリアルポールレジスタシリアルポールレジスタシリアルポールレジスタ
SPSR(Serial Poll Status Register)と SPMR(Serial Poll Mode Register)はこのボード
がトーカ・リスナの場合にコントローラに対してサービスリクエストを行ったり、コ
ントローラのシリアルポールに対してステータスバイト(STB)を保持するために使用
されるレジスタです。サービスリクエストを行う方法や、ステータスバイトの設定方
法については11.7節をご参照ください。

9.3.1  SPSR
SPSRのビット構成を図 9-9に、各ビットの機能を表 9-7に示します。SPSRは
JP1で設定したベースアドレス+3でリードアクセスします。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
S8 PEND S6 S5 S4 S3 S2 S1

図 9-9 SPSRのビット構成

表 9-7 SPSRの各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
S8

S[6:1]
Serial Poll Status SPMR に設定された同名称のビット内容(STB)が

読みだしできます。
PEND pending rsvビットに 1がセットされるとこのビットも 1に

セットされ、サービスリクエストが受け付けられて
STBが送出されると 0にクリアされます。

9.3.2  SPMR
SPMRのビット構成を図 9-10に、各ビットの機能を表 9-8に示します。SPMR
は JP1で設定されたベースアドレス+3でライトアクセスします。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
S8 rsv/

RQS

S6 S5 S4 S3 S2 S1

図 9-10 SPMRのビット構成

表 9-8 SPMRの各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
S8

S[6:1]
Serial Poll Status コントローラによってシリアルポールされた場合

にGPIBのDIOに送出されるステータスバイトを
保持するビットです。S8 は DIO8 に、S[6:1]は
DIO[6:1]に対応します。これらのビットは 2 重バ
ッファとなっており、GPIB が SPAS 状態のとき
にホストシステムが SPMRに書き込みを行っても
SPMRは SPAS状態が終了した時点で更新されま
す。
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rsv/
RQS

request service/
RQS

STBO IE=0 の場合はこのビットが rsv となり、
GPIBの rsvローカルメッセージを発生するのに使
用されます。rsvが 1でシステムの GPIBコントロ
ーラが本ボードをシリアルポール中でなければ、本
ボードは SRQをアサートします。コントローラの
ポーリングによって STB が読み出されると、rsv
はクリアされます。rsv はハードウェアリセット、
このビットへの 0書き込みおよびChip Reset補助
コマンドによってクリアされます。
STBO IE=1の場合はこのビットは RQSとなりま
す。システムの GPIB コントローラが本ボードを
シリアルポールすると、STBO 割り込み状態とな
ります。ホストシステムがこの割り込みに反応して
RQS ビットを 0 にして STB の値を設定すると、
NAT7210はコントローラに STBを転送し、RQS
をアサートします。RQS はハードウェアリセット
およびChip Reset補助コマンドによってクリアさ
れます。

《注意》
reqt 補助コマンドでサービスリクエストを行った場合 STBO IE が 1 のときは
STBO割り込みの条件が成立するまで SPMRへの書き込みは行わないでくださ
い。

9.4  パラレルポールレジスタパラレルポールレジスタパラレルポールレジスタパラレルポールレジスタ
PPR(Parallel Poll Register)は、NAT7210がパラレルポールされた場合に送出
されるデータを保持するレジスタです。このレジスタは JP1 で設定したベース
アドレス+5でライトアクセスします。このアドレスはAUXMRと同じです。PPR
のビット構成を図 9-12に、各ビットの機能を表 9-9に示します。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
0 1 1 U S P3 P2 P1

図 9-11 PPRのビット構成

表 9-9 PPRの各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
U Unconfigure このビットが 1 にセットされている場合は、パラ

レルポールに対する応答をリモート設定(PP1)さ
れるまで、パラレルポールに対して反応しません。
このビットに 1を設定する場合は、Sおよび P[3:1]
には 0を設定してください。
このビットが 0の場合、NAT7210は P[3:1]および
S ビットで指定された方法でパラレルポールに応
答します。

S Status Bit Polarity このビットが 1 にセットされている場合は、ステ
ータスビットの極性が istと同相になり、0の場合
は逆相となります。

P[3:1] Parallel Poll Response パラレルポールでアサートされる DIOを選択しま
す。P[3:1]で選択される DIOは次の通りです。
　000:DIO1 001:DIO2 010:DIO3 011:DIO4
　100:DIO5 101:DIO6 110:DIO7 111:DIO8
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ローカルパラレルポールコンフィグレーション(機能コード PP2)を行う場合は、ポー
リングに対応した設定を前もってこのレジスタに書き込んでおく必要があります。
AUXRIレジスタの PP2ビットが 0にクリアされている場合、NAT7210はリモートパ
ラレルポール関連のメッセージを受信すると PPRを設定してしまうため、ローカルパ
ラレルポールコンフィグレーション内容がリモートパラレルポールコンフィグレーシ
ョンによってオーバーライドされてしまうことになります。(uPD7210の場合もこのよ
うに動作します。)PP2ビットを 1にセットすると、リモートパラレルポールコマンド
は全て無視されるため、ローカルパラレルポールコンフィグレーションを正しく実現
することができます。
なおリモートパラレルポールコンフィグレーション(機能コード PP1)を行う場合は、
PPR へホストシステムが直接書き込みを行うと、リモートで設定した内容を壊す恐れ
がありますので注意が必要です。

9.5  アドレスモードアドレスモードアドレスモードアドレスモード・ステータスレジスタ・ステータスレジスタ・ステータスレジスタ・ステータスレジスタ
ADMR(Address Mode Register)は本ボードで使用するアドレスモードや、使用する
GPIB バストランシーバに応じた端子機能の設定を行います。また ADSR(Address
Status Register)はボードのアドレスステータスをモニターするために必要な情報が
割り当てられています。

9.5.1  ADMR
ADMRは GPIBのアドレッシングモードを設定し、また使用する GPIBバスト
ランシーバに応じた端子機能設定を行います。ADMR のビット構成を図 9-12
に示します。リセット後のこのレジスタの値は不定です。(TRM0,TRM1ビット
は 0にクリアされます。)このレジスタは JP1で設定したベースアドレス+4でラ
イトアクセスします。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
ton lon TRM1 TRM0 0 0 ADM1 ADM0

図 9-12 ADMRのビット構成

TRM1,TRM0ビットはNAT7210の T//R2,T/R3端子の機能を設定します。本ボ
ードでは GPIB ドライバに SN75160,SN75162 を使用していますので、
TRM0,TRM1ビットには常に 1をセットしてください。
ADM0,ADM1,ton,lon のビットは GPIB アドレスモードを指定します。ADMR
に設定可能な値と、そのアドレスモードを表 9-10に示します。(この表では
TRM0および TRM1を常に 1として設定しています。)

表 9-10 ADMRに設定可能なデータ

データデータデータデータ アドレスモードアドレスモードアドレスモードアドレスモード 説明説明説明説明
30H No Addressing この設定の場合、コントローラは本ボードをトーカ

やリスナとしてアドレスすることができません。
31H Normal Dual Addressing 2 つのアドレスレジスタに設定したどちらかのア

ドレスを検出して、トークアドレスまたはリスナア
ドレスとして扱います。インターフェース機能は T
または Lとなります。
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32H Extended Single
Addressing

ADR0を 1次アドレス、ADR1 を 2 次アドレスと
してマイアドレス検出を行います。インターフェー
ス機能は TEまたは LEとなります。

33H Extended Dual
Addressing

2 つのアドレスレジスタに設定したどちらかのア
ドレスを 1次アドレスとして検出します。2次アド
レスについては CPTR を通してホストシステムが
検出する必要があります。インターフェース機能は
TEまたは LEとなります。

70H Listen Only 本ボードは常にリスナとなります。GPIBシステム
内にコントローラが存在する場合は、この設定を行
わないでください。このモードではアドレスレジス
タは使用されません。

B0H Talk Only 本ボードは常にトーカとなります。GPIBシステム
内にコントローラが存在する場合は、この設定を行
わないでください。このモードではアドレスレジス
タは使用されません。

アドレスモードについては11.2節の説明もご参照ください。

9.5.2  ADSR
ADSR はアドレスステータスをモニタするために使用します。ADSR のビット
構成を図 9-13に示します。このレジスタは JP1 で設定したベースアドレス+4
でリードアクセスします。各ビットの機能は表 9-11をご参照ください。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
CIC ATN* SPMS LPAS TPAS LA TA MJMN

図 9-13 ADSRのビット構成

表 9-11 ADSRの各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
CIC Controller-In-Charge このビットが 1 にセットされている場合はコント

ローラとして ATN*をアサートしたアクティブ状
態となっているか、ATN*を解除したスタンバイ状
態となっていることを示します。
CIC=~(CIDS+CADS)

ATN* Attention* GPIB の ATN 信号レベルを示します。GPIB の
ATNがアサートされている場合、0となります。

SPMS Serial Poll Mode State シリアルポールに応答するためにトーカ機能がイ
ネーブルとなっていることを示します。
セット条件:
SPE&ACDS
クリア条件:
(SPD&ACDS)+pon+IFC
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LPAS Listener Primary
Addressed State

リスナ 1次アドレスを受信したことを示します。
クリア条件:
(PCG&~MLA&ACDS)+pon

TPAS Talker Primary
Addressed State

トーカ 1次アドレスを受信したことを示します。
クリア条件:
(PCG&~MTA&ACDS)+pon

LA Listener Active CIC からリスナに指定された場合、あるいはアド
レスモードで Listen Only にプログラムされた場
合、このビットは 1にセットされます。
クリア条件:
(UNL&ACDS)+IFC+pon+(lun&CACS)+lul

TA Talker Active CIC からトーカに指定された場合、あるいはアド
レスモードで Talk Only にプログラムされた場
合、このビットは 1にセットされます。
クリア条件:
(OTA&ACDS)+IFC+pon+lut

MJMN Major-Minor ADR1 に設定したマイナアドレスを受信すると 1
にセットされ、ADR0 に設定したメジャーアドレ
スを受信すると 0 にクリアされます。ADMR の
ADM0ビットが 0の場合、このビットは 0のまま
となります。IFC+pon によって、このビットは 0
クリアされます。

9.6  アドレスレジスタアドレスレジスタアドレスレジスタアドレスレジスタ
GPIBアドレスを保持している ADR0(Address Register 0)と ADR1(Address Register
1)への書き込みは、ADR(Address Register)レジスタを通して行います。ADR0 と
ADR1は、全てのアドレスモードにおいて設定する必要があります。

9.6.1  ADR
ADRは、NAT7210が検出するアドレスを保持する内部レジスタ(ADR0,ADR1)
に対して書き込みをするために使用します。ADRのビット構成を図 9-14に、各
ビットの機能を表 9-12に示します。ADR は JP1 で設定したベースアドレス+6
でライトアクセスします。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
ARS DT DL AD5 AD4 AD3 AD2 AD1

図 9-14 ADRのビット構成

表 9-12 ADRの各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
ARS Address Register Select このビットが 1 の場合は、残りの 7 ビットのデー

タが ADR1に、0の場合は ADR0に書き込みされ
ます。

DT Disable Talker このビットに 1 を書き込みすると、設定したアド
レスが GPIB のトークアドレスとして検出される
のを禁止します。
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DL Disable Listener このビットに 1 を書き込みすると、設定したアド
レスが GPIB のリスナアドレスとして検出される
のを禁止します。

AD[5:1
]

GPIB Address 0から 30までの範囲で、デバイスアドレスを設定
します。

《注意》
AD[5:1]が全て 1となるアドレスは設定できません。(GPIBマルチラインコマン
ドUNT,UNLとコンフリクトするためです。)

9.6.2  ADR0
NAT7210には検出アドレスを保持するレジスタが 2つ用意されており、ADR0
は拡張シングルアドレスモードでは 1次アドレスを、デュアル 1次アドレスモー
ドではメジャーアドレスを保持するために使用されています。このレジスタは
JP1で設定したベースアドレス+6でリードアクセスします。(このレジスタへの
書き込みはADRを通して行います。) 図 9-15にADR0のビット構成を、表 9-13
に各ビットの機能を示します。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
X DT0 DL0 AD5-0 AD4-0 AD3-0 AD2-0 AD1-0

図 9-15 ADR0のビット構成

表 9-13 ADR0の各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
X - 読み出される値は不定です。

DT0 Disable Talker 0 このビットが 1 の場合は、設定されているアドレ
スが GPIB のトークアドレスとして検出されない
ことを示します。

DL0 Disable Listener 0 このビットが 1 の場合は、設定されているアドレ
スが GPIB のリスナアドレスとして検出されない
ことを示します。

AD
[5-0:
1-0]

GPIB Address 設定されているデバイスアドレスが読み出されま
す。

9.6.3  ADR1
NAT7210には検出アドレスを保持するレジスタが 2つ用意されており、ADR1
は拡張シングルアドレスモードでは 2次アドレスを、デュアル 1次アドレスモー
ドではマイナアドレスを保持するために使用されています。このレジスタは JP1
で設定したベースアドレス+7でリードアクセスします。(このレジスタへの書き
込みは ADR を通して行います。)図 9-16に ADR1 のビット構成を、表 9-14に
各ビットの機能を示します。
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bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
EOI DT1 DL1 AD5-1 AD4-1 AD3-1 AD2-1 AD1-1

図 9-16 ADR1のビット構成

表 9-14 ADR1の各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
EOI End-or-Identify このビットが 1の場合は、データ受信時に EOIが

アサートされていたことを示します。ハードウェア
リセットかChip Reset補助コマンドでこのビット
は 0 にクリアされます。このビットの状態はデー
タを受信するたびに更新されます。

DT1 Disable Talker 1 このビットが 1 の場合は、設定されているアドレ
スが GPIB のトークアドレスとして検出されない
ことを示します。

DL1 Disable Listener 1 このビットが 1 の場合は、設定されているアドレ
スが GPIB のリスナアドレスとして検出されない
ことを示します。

AD
[5-1:
1-1]

GPIB Address 設定されているデバイスアドレスが読み出されま
す。

9.7  コマンドパススルーレジスタコマンドパススルーレジスタコマンドパススルーレジスタコマンドパススルーレジスタ
ホストシステムは、CPTRを通して GPIBの DIOラインの状態を調べることができま
す。この場合、DIOラインの状態はホストシステムにそのまま素通しとなりますので、
DACホールドオフ状態のときに読み出しを行ってください。このレジスタは JP1で設
定したベースアドレス+5 でリードアクセスします。図 9-17に CPTR のビット構成を
示します。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
CPT7 CPT6 CPT5 CPT4 CPT3 CPT2 CPT1 CPT0

図 9-17 CPTRのビット構成

9.8  EOSレジスタレジスタレジスタレジスタ
EOSRは、NAT7210が GPIBデータブロック転送の終了を検出するデータバイトを保
持するために使用します。検出するデータビット長は AUXRAの BINビットで 7また
は 8ビットを選択できます。NAT7210がリスナの場合は、AUXRAの REOSビットが
1ならばEOSRの設定値に一致するデータの受信で ISR1のENDビットがセットされ
ます。NAT7210がトーカの場合は、AUXRAの XEOSビットが 1ならば EOSRの設
定値に一致するデータの送信時に GPIB 信号の EOI がアサートされ、END メッセー
ジが送出されます。このレジスタは JP1で設定したベースアドレス+7でライトアクセ
スします。図 9-18に EOSRのビット構成を示します。
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bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
EOS7 EOS6 EOS5 EOS4 EOS3 EOS2 EOS1 EOS0

図 9-18 EOSRのビット構成

9.9  AUXILIARY モードレジスタモードレジスタモードレジスタモードレジスタ
Auxiliary Mode Register(AUXMR)は補助コマンドを発行したり、補助レジスタをアク
セスするために使用します。

9.9.1  補助コマンド補助コマンド補助コマンド補助コマンド

補助コマンドのコードとその機能を表 9-15に示します。表中の*は uPD7210に
は存在しない補助コマンドを示します。

表 9-15 補助コマンド機能

コードコードコードコード 機能機能機能機能 説明説明説明説明
00 Immediate Execute

Power-On
(pon)

このコマンドはローカル pon メッセージをパルス
状に発生します。ハードウェアリセットか Chip
Reset 補助コマンドによって pon メッセージが
trueになっている場合は、これを解除します。
ponメッセージが true の間は、GPIB インターフ
ェースファンクションは全てアイドル状態となり
ます。

01 Clear Parallel Poll Flag
(~ist)

AUXRBの ISSビットが 0の場合に用いられる ist
メッセージを保持するパラレルポールフラグをク
リアします。ISSビットが 1の場合は、istとして
SQRS が使用されます。ハードウェアリセットか
Chip Reset 補助コマンドによって ist メッセージ
はクリアされます。

02 Chip Reset NAT7210を以下の状態にリセットします。
・ponメッセージがセットされ、インターフェー
　スファンクションがアイドル状態になります。
・SPMRビットがクリアされます。
・TRM[1:0]ビットがクリアされます。
・EOIビットがクリアされます。
・全ての補助レジスタがクリアされます。
・パラレルポールフラグがクリアされます。
・BCRがクリアされます。
インターフェースファンクションは Immediate
Execute pon コマンドが実行されるまでアイドル
状態となりますので、ホストシステムはNAT7210
をこの状態でプログラムすることができます。

03 Finish Handshake RFD Holdoff状態で停止している GPIBハンドシ
ェークを終了させます。

04 Trigger
(trig)

本ボードではこのコマンドは使用できません。

05 Clear Or Pulse Return To
Local
(rtl)

rtlメッセージがパルス状に発生します。すでに rtl
がセットされている場合はこれをクリアします。
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06 Send EOI
(seoi)

次のデータバイト送出時に GPIBの EOIラインが
アサートされます。EOI は転送されたデータバイ
トのハンドシェークが終了するとクリアされま
す。AUXRG の NTNL ビットが 0 の場合は、
NAT7210 がトーカアクティブステートの場合に
のみこのコマンドを認識します。

07 Nonvalid Secondary
Command Or Address

(nonvalid)

ISR1のAPTビットが 1でのDAC Holdoffを解除
します。この場合、OSA リモートメッセージを受
信した場合と同じ動作となります。

08* Request Control
Command

(rqc)

NAT7210 がアイドルコントローラステートの場
合、ATN がアサートされていないことを検出
して NAT7210 をアクティブコントローラに
します。

09 Set Parallel Poll Flag
(ist)

AUXRBの ISSビットが 0の場合に用いられる ist
メッセージを保持するパラレルポールフラグをセ
ットします。ISSビットが 1の場合は、istとして
SQRS が使用されます。ハードウェアリセットか
Chip Reset 補助コマンドによって ist メッセージ
はクリアされます。

0A* Release Control
Command

(rlc)

NAT7210 をアイドルコントローラとし、ATN の
アサートを解除します。

0B* Untalk
(lut)

untローカルメッセージを発行し、トーカファンク
ションを TIDSに移行させます。

0C* Unlisten
(lul)

unlローカルメッセージを発行し、リスナファンク
ションを LIDSに移行させます。

0D Set Return To Local
(rtl)

rtl メッセージをセットします。rtl メッセージは
Chip Reset 補助コマンドか Clear Or Pulse
Return To Local 補助コマンドが発行されるまで
セットされた状態となります。

0E* New Byte Available False
(nbaf)

nbaローカルメッセージを falseにします。これに
より CDORに書き込まれた最後のデータ送出を禁
止します。

0F Valid Secondary
Command Or Address

(valid)

ISR1のAPTビットが 1でのDAC Holdoffを解除
します。この場合、MSAリモートメッセージを受
信した場合と同じ動作となります。

10 Go To Standby
(gts)

gts ローカルメッセージをパルス状に発生しま
す。NAT7210がアクティブコントローラの場合は
スタンバイコントローラとなり、ATNのアサート
を解除します。

11 Take Control
Asynchronously

(tca)

tca ローカルメッセージをパルス状に発生しま
す。NAT7210がスタンバイコントローラの場合は
アクティブコントローラとなり、ATNをアサート
します。

12 Take Control
Synchronously

tcsローカルメッセージをセットします。NAT7210
がスタンバイコントローラでかつアクティブリス
ナの場合、RFD Holdoff 実行時にアクティブコン
トローラとなります。tcsローカルメッセージはこ
の方法で NT7210 がアクティブコントローラにな
るか、アイドルコントローラになった場合にクリア
されます。
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13 Listen
(ltn)

ltn ローカルメッセージをパルス状に発生します。
NAT7210 がアクティブコントローラの場合はア
ドレスされたリスナとなります。Listen with
Continuous モードはこのコマンドにより解除さ
れます。

14 Disable System Control
(~rsc)

rscローカルメッセージをクリアします。

15* Switch To 9914A Mode
(sw9914)

NAT7210を 9914互換モードに移行させます。

16 Clear IFC
(~sic & rsc)

sic ローカルメッセージをクリアし、rsc ローカル
メッセージをセットします。これによりNAT7210
はシステムコントローラとなり IFC 信号のアサー
トを解除します。

17 Clear REN
(~sre & rsc)

sre ローカルメッセージをクリアし、rsc ローカル
メッセージをセットします。これによりNAT7210
はシステムコントローラとなり REN 信号のアサ
ートを解除します。

18* Request rsv True
(reqt)

rsvローカルメッセージをセットします。IMR0の
STBO IEビットが 0の場合は、このコマンド発行
後の SPMRへの書き込み時に rsvメッセージが発
生します。STBO IEビットが 1の場合は、このコ
マンドの発行でただちに rsv メッセージが発生し
ます。

19* Request rsv False
(reqf)

rsvローカルメッセージをクリアします。IMR0の
STBO IEビットが 0の場合は、このコマンド発行
後の SPMRへの書き込み時に rsvメッセージがク
リアされます。STBO IEビットが 1の場合は、こ
のコマンドの発行でただちに rsv メッセージがク
リアされます。

1A Take Control
Synchronously On End

(tcse)

END 条件を満足するデータを受信したときに tcs
ローカルメッセージをセットします。NAT7210が
スタンバイコントローラでかつアクティブリスナ
の場合、RFD Holdoff 実行時にアクティブコント
ローラとなります。tcsローカルメッセージは、こ
の方法で NT7210 がアクティブコントローラにな
るか、アイドルコントローラになった場合にクリア
されます。

1B Listen In Continuous
Mode

(ltn & cont)

ltn ローカルメッセージをパルス状に発生します。
NAT7210 がアクティブコントローラの場合はア
ドレスされたリスナとなります。このコマンドは
AUXRA[1:0]ビットの設定にはかかわりなく
NAT7210を continuousモードにします。この状
態はリスナがアドレス指定解除されるか、制御プロ
グラムが ltn 補助コマンドを発行するまで継続し
ます。

1C Local Unlisten
(lun)

lun ローカルメッセージをパルス状に発生しま
す。NAT7210がアクティブコントローラの場合は
アドレス指定解除されたリスナとなります。

1D Execute Parallel Poll
(rppl)

rpp ローカルメッセージをセットします。
NAT7210がアクティブコントローラの場合GPIB
システムに IDY メッセージを送出しパラレルポー
ルを行います。rppローカルメッセージは、パラレ
ルポールが完了するか、NAT7210がアイドルコン
トローラになった場合にクリアされます。
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1E Set IFC
(sic & rsc)

sic および rsc ローカルメッセージをセットしま
す。これによりNAT7210はシステムコントローラ
となり IFC信号をアサートします。

1F Set REN
(sre & rsc)

sre および rsc ローカルメッセージをセットしま
す。これによりNAT7210はシステムコントローラ
となり REN信号をアサートします。

50* Page-In Additional
Registers
(page-in)

NAT7210をページイン状態とします。

51* Holdoff Handshake
Immediately

(hldi)

アクセプタハンドシェーク(AH)ファンクションに
RFD Holdoff をただちに実行させます。このコマ
ンドにより AHファンクションは ANRS状態とな
り、finish Handshake補助コマンドが発行される
までハンドシェークが停止状態となります。

54* Clear DET ISR1 の DET ビットをクリアします。AUXRI の
SISBビットが 1の場合に使用してください。

55* Clear END ISR1 の END ビットをクリアします。AUXRI の
SISBビットが 1の場合に使用してください。

56* Clear DEC ISR1 の DEC ビットをクリアします。AUXRI の
SISBビットが 1の場合に使用してください。

57* Clear ERR ISR1 の ERR ビットをクリアします。AUXRI の
SISBビットが 1の場合に使用してください。

58* Clear SRQI ISR2の SRQI ビットをクリアします。AUXRIの
SISBビットが 1の場合に使用してください。

59* Clear LOKC ISR2の LOKCビットをクリアします。AUXRIの
SISBビットが 1の場合に使用してください。

5A* Clear REMC ISR2 の REMC ビットをクリアします。AUXRI
の SISBビットが 1の場合に使用してください。

5B* Clear ADSC ISR0の ADSCビットをクリアします。AUXRIの
SISBビットが 1の場合に使用してください。

5C* Clear IFCI ISR0 の IFCI ビットをクリアします。AUXRI の
SISBビットが 1の場合に使用してください。

5D* Clear ATNI ISR0の ATNIビットをクリアします。AUXRIの
SISBビットが 1の場合に使用してください。

5E* Clear SYNC ISR0の SYNCビットをクリアします。
5F* Set SYNC ISR0の SYNCビットをセットします。

9.9.2  AUXRA
Auxiliary Register A(AUXRA)は EOSや ENDメッセージに関する設定および
RFD Holdoffモードの設定を行います。このレジスタは JP1で設定したベース
アドレス+5でライトアクセスします。(アドレスは AUXMRと同じです。)
図 9-19に AUXRAのビット構成を、表 9-16に各ビットの機能を示します。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
1 0 0 BIN XEOS REOS HLDE HLDA

図 9-19 AUXRAのビット構成
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表 9-16 AUXRAの各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
BIN Binary EOS メッセージのビット長を選択します。このビ

ットが 0の場合は EOSRを 7bitとして扱い、1の
場合は 8bitとして扱います。

XEOS Transmit End With EOS EOS メッセージと同時に END メッセージを送
出するかどうかを設定します。このビットが 1
の場合は、EOSRの内容が CDORのデータに
一致する場合 EOIラインがデータ送出と同時
にアサートされます。

REOS End On EOS Received EOSメッセージの受信で ISR1のEND RXビット
をセットするかどうかを設定します。このビットが
1の場合は、DIRのデータが EOSRの内容に一致
する場合 END RXビットをセットし、アクセプタ
ファンクションは EOS キャラクタを EOI がアサ
ートされた場合と同様に扱います。

HLDE Holdoff On End HLDEとHLDAで GPIBのデータ受信モードを
HLDA Holdoff On All Data 選択します。(表 9-17参照)

表 9-17 データ受信モード選択

HLDE HLDA データ受信モードデータ受信モードデータ受信モードデータ受信モード
0 0 Normal Handshake Mode
0 1 RFD Holdoff on All Data Mode
1 0 RFD Holdoff on End Mode
1 1 Continuous Mode

各データ受信モードの機能については11.6.2項をご参照ください。
《注意》
ltn & cont補助コマンドを発行すると、HLDE,HLDAの設定状態にかかわらず、
NAT7210は continuousデータ受信モードになります。この状態は、ltn補助コ
マンドが発行されるかNAT7210が LIDS状態になるまで継続します。

9.9.3  AUXRB
Auxiliary Register B(AUXRB)は JP1で設定したベースアドレス+5でライトア
クセスします。(アドレスは AUXMRと同じです。)
図 9-20に AUXRB ビット構成を、表 9-18に各ビットの機能を示します。この
レジスタは Chip Reset補助コマンドおよびハードウェアリセットによりクリア
されます。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
1 0 1 ISS INV TRI SPEOI CPT

ENABLE

図 9-20 AUXRBのビット構成
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表 9-18 AUXRBの各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
ISS Individual Status Select ist メッセージとして何を使用するかを選択しま

す。このビットが 1 の場合は、SRQS を ist と
して使用し、0の場合はパラレルポールフラグ
の値を istとして使用します。パラレルポール
フラグは補助コマンドでセット・クリアが可
能です。

Inv Invert INT出力ピンの極性を選択します。
0:アクティブHigh
1:アクティブ Low

TRI Three-State Timing ソースハンドシェークタイミング(T1)を決定しま
す。詳細は11.5.3項をご参照ください。
0:低速タイミングを使用する
1:高速タイミングを使用する

SPEOI Send Serial Poll EOI コントローラによってシリアルポールされた場合
EOIを送出するかどうかを選択します。
0:SPAS時に EOIをアサートしない
1:SPAS時に EOIをアサートする

CPT
Enable

Command Pass Through
Enable

未定義コマンドを検出し、CPT ビット設定を行う
かどうかを選択します。
0:未定義コマンドの検出を行わない
1:未定義コマンドの検出を許可する

9.9.4  AUXRE
Auxiliary Register E(AUXRE)は DAC Holdoffに関する設定を行います。この
レジスタは JP1で設定したベースアドレス+5でライトアクセスします。(アドレ
スは AUXMRと同じです。)
このレジスタで 1を設定したビットの条件に GPIB の状態が一致すると、DAC
Holdoff状態となります。
図 9-21にAUXREビット構成を、表 9-19に各ビットの設定によるDAC Holdoff
条件を示します。このレジスタは Chip Reset補助コマンドおよびハードウェア
リセットによりクリアされます。なお、DHADT,DHADCビットは uPD7210に
追加されたビットです。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
1 1 0 0 DHADT DHADC DHDT DHDC

図 9-21 AUXREのビット構成

表 9-19 AUXRE設定による DAC Holdoff条件

名称名称名称名称 DAC Holdoff を行う条件を行う条件を行う条件を行う条件
DHADT GETコマンド
DHADC DCLまたは SDCコマンド
DHDT DTASコマンド
DHDC DCASコマンド
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9.9.5  AUXRF
Auxiliary Register F(AUXRF)は AUXRE同様 DAC Holdoffに関する設定を行
います。このレジスタは JP1で設定したベースアドレス+5でライトアクセスし
ます。(アドレスは AUXMRと同じです。)
このレジスタで 1を設定したビットの条件に GPIB の状態が一致すると、DAC
Holdoff状態となります。
図 9-21にAUXRFビット構成を、表 9-19に各ビットの設定によるDAC Holdoff
条件を示します。このレジスタは Chip Reset補助コマンドおよびハードウェア
リセットによりクリアされます。なお、AUXRFは uPD7210には存在しないレ
ジスタです。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
1 1 0 1 DHATA DHALA DHUNTL DHALL

図 9-22 AUXRFのビット構成

表 9-20 AUXRF設定による DAC Holdoff条件

名称名称名称名称 DAC Holdoff を行う条件を行う条件を行う条件を行う条件
DHATA 全てのトーカアドレスコマンド
DHALA 全てのリスナアドレスコマンド

DHUNTL UNTまたはUNLコマンド
DHALL 全てのUCG,ACG,SCGコマンド

9.9.6  AUXRG
Auxiliary Register G(AUXRG)は JP1で設定したベースアドレス+5でライトア
クセスします。(アドレスは AUXMRと同じです。)
図 9-20に AUXRG ビット構成を、表 9-18に各ビットの機能を示します。この
レジスタは Chip Reset補助コマンドおよびハードウェアリセットによりクリア
されます。なお、AUXRGは uPD7210には存在しないレジスタです。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
0 1 0 0 NTNL RPP2 DISTCT CHES

図 9-23 AUXRGのビット構成
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表 9-21 AUXRGの各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
NTNL No Talking

When No Listener
このビットを 1にすることで、uPD7210を使用す
る場合の動作上の問題点を改善することができま
す。動作の相違点は表 9-22をご参照ください。

RPP2 Request Parallel Poll 2 rppローカルメッセージを制御するビットです。こ
のビットが 1の場合は rppをセットし、0の場合は
クリアします。NAT7210がアクティブコントロー
ラの場合、rppがセットされるとパラレルポールを
行います。

DISTCT Disable
Automatic Take Control

このビットが 0の場合は、TCT メッセージによっ
てソフトウェアの介在なしに他のコントローラが
NAT7210に制御を移すことができます。このビッ
トが 1の場合は、TCT メッセージは未定義として
扱われますので、NAT7210がコントローラとなる
ことはありません。通常このビットは NAT7210
をトークオンリやリスンオンリデバイスとして使
用する場合にセットします。

CHES Clear Holdoff
On End Select

このビットが0の場合は、ホストシステムがFinish
Handshake補助コマンドを発行すると END条件
の検出をクリアします。このビットが 1の場合は、
上記の条件に加えて、Normal Handshakeモード
時には DIR のリードによっても END 条件の検出
をクリアします。

表 9-22 NTNLビット設定値と動作の相違点

NTNL=0 NTNL=1
ソースハンドシェーク機能は、T1ディレイ
経過後NRFDがアサートされない場合でも
STRSになります。

外部にリスナ(NDACをアサートするデバ
イス)が存在しない場合、ソースハンドシェ
ークは SDYSから STRSへの遷移を起こし
ません。

ERRビットは次の条件でセットされます。
　TACS&SDYS&DAC&RFD
　+SIDS&(CDORへの書き込み)
　+SDYSから SIDSへの遷移

ERRビットは次の条件でセットされます。
　T1ディレイ経過後で、
　TACS&SDYS&EXTDAC&RFDの場合
(EXTDACは GPIB上でいくつかのデバイ
スがNDACをアサートしている状態をさし
ます。)

nbaローカルメッセージは SIDSまたは
STRSになるとクリアされます。

nbaローカルメッセージは STRSでかつ
~SPASの場合にクリアされます。

Send EOI補助コマンドは TACSを抜ける
と無視されます。

Send EOI補助コマンドは SDYSまたは
STRSにはいるとクリアされます。
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9.9.7  AUXRI
Auxiliary Register I(AUXRI)はJP1で設定したベースアドレス+5でライトアク
セスします。(アドレスは AUXMRと同じです。)
図 9-20に AUXRIビット構成を、表 9-18に各ビットの機能を示します。このレ
ジスタは Chip Reset補助コマンドおよびハードウェアリセットによりクリアさ
れます。なお、AUXRIは uPD7210には存在しないレジスタです。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
1 1 1 0 USTD PP2 0 SISB

図 9-24 AUXRIのビット構成

表 9-23 AUXRIの各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
USTD Ultra Short T1 Delay このビットが 0の場合は、AUXRBの TRIビット

が T1ディレイの値を決定します。このビットが 1
の場合は、ATN解除後の 2 バイト目以後の T1 デ
ィレイを 350nsにします。

PP2 Parallel Poll 2 このビットが 0 の場合は、リモートパラレルポー
ルコンフィグレーションに対する応答がuPD7210
相当となります。この場合、パラレルポール機能の
PP1 と PP2 を同時にサポートしているため、
PP2(ローカル設定)にもかかわらず、リモートコマ
ンドにより設定を変更することができてしまい、矛
盾が生じます。
このビットが 1 の場合は、リモート設定コマンド
PPC や PPU は未定義コマンドとして扱われます
ので、PP2 機能を正しくインプリメントすること
ができます。またこのビットと PPRのUビットを
同時にセットすることでPP0機能(パラレルポール
応答なし)をサポートできます。

SISB Static Interrupt Status
Bits

このビットが 0の場合は、ISR0,ISR1,ISR2の読み
だしによって、該当するレジスタの内容はクリアさ
れます。このビットが 1の場合は、表 9-24の条件
が成立したときに該当するステータスビットがそ
れぞれクリアされます。

表 9-24 SISB=1時の割り込みステータスビットクリア条件

Status Bit クリア条件クリア条件クリア条件クリア条件
ADSC pon+ADSCのクリア+ton+lon
APT pon+valid+nonvalid

ATNI pon+ATNIのクリア
CO pon+~CACS+~SGNS+nba

CPT pon+CPTRリード
DEC pon+DECのクリア
DET pon+DRTのクリア
DI pon+Holdoff状態での Finish Handshake補助コマンド+DIRリード
DO pon+~TACS+~SGNS+nba

END pon+ENDのクリア
ERR pon+ERRのクリア
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IFCI pon+IFCIのクリア
LOKC pon+LOKCのクリア
REMC pon+REMCのクリア
SRQI pon+SRQIのクリア

《注意》
ISR0の STBOビットおよび SYNCビットは SISBビットの影響は受けません。

9.10  内部カウントレジスタ内部カウントレジスタ内部カウントレジスタ内部カウントレジスタ
内部カウントレジスタは NAT7210 に CLOCK ピンから供給されている基準クロック
を分周して、IEEE488で規定しているステート移行タイミングを作成するのに使用さ
れています。なお、HT3020ではこの基準クロックを 8MHzとしています。

9.10.1  ICR
Internal Count Register(ICR)は JP1で設定したベースアドレス+5でライトア
クセスします。(アドレスは AUXMRと同じです。)
このレジスタの F[3:0]ビットと ICR2のMICRビットを使用して、CLOCK端子
に供給する周波数を設定します。図 9-25に ICR のビット構成を、表 9-18に周
波数に対応する設定値を示します。このレジスタは Chip Reset補助コマンドお
よびハードウェアリセットにより 00101000B(8MHz クロック)に設定されま
す。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
0 0 1 0 F3 F2 F1 F0

図 9-25 ICRのビット構成

表 9-25 クロック周波数とMICR,F[3:0]設定値

クロック周波数クロック周波数クロック周波数クロック周波数(MHz) MICR F[3:0]
1 0 0001
2 0 0010
3 0 0011
4 0 0100
5 0 0101
6 0 0110
7 0 0111
8 0 1000

10 1 0101
16 1 1000
20 1 1010

9.10.2  ICR2
Internal Count Register 2(ICR2)は JP1で設定したベースアドレス+3でライト
アクセスし、アクセスする前にページインコマンドを実行する必要があります。
図 9-26に ICR2のビット構成を、表 9-26に各ビットの機能を示します。なおこ
のレジスタはNECの uPD7210には存在せず、NAT7210で拡張されています。
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bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
1 0 SLOW 0 0 0 0 MICR

図 9-26 ICR2のビット構成

表 9-26 ICR2の各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
SLOW Slow Handshake このビットが 1 の場合、NAT7210 は NRFD や

NDACのアサート解除に対して 400ns遅れて応答
します。これによって IEE488.1規格を満足しない
ようなデバイスのためにハンドシェークを遅くす
ることができます。例えばあるデバイスが DIOラ
インの状態をラッチする前にNDACのアサートを
解除するような場合でも、NAT7210 は NDAC の
アサート解除エッジに 400ns の間は応答しません
のでこのデバイスは DIOラインの状態を取り込む
余裕ができることになります。

MICR Modify
Internal Count Register

このビットは ICRの F[3:0]ビットとともにクロッ
ク周波数を選択します。表 9-25をご参照くださ
い。

9.11  その他のその他のその他のその他の GPIBステータスレジスタステータスレジスタステータスレジスタステータスレジスタ
NAT7210 には、バスコントロールレジスタ(BCR)、バスステータスレジスタ(BSR)お
よびソースアクセプタステータスレジスタ(SASR)が uPD7210 に追加されており、
GPIBの状態をモニターしたり、GPIBコントロールラインを直接制御することができ
ます。

9.11.1  BCR
Bus Control Register(BCR)は JP1で設定したベースアドレス+7でライトアク
セスし、アクセスする前にページインコマンドを実行する必要があります。
このレジスタで 1 を設定したビットに対応する GPIB のコントロールラインが
アサートされます。図 9-27に BCR のビット構成を示します。このレジスタは
Chip Reset補助コマンドおよびハードウェアリセットによりクリアされます。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
ATN DAV NDAC NRFD EOI SRQ IFC REN

図 9-27 BCRのビット構成

GPIBコントロールラインは、ある瞬間において信号の送信または受信のどちら
かの動作しかできないため、BCR に設定したビットに対応するコントロールラ
インが、すぐにアサートされるわけではありません。出力になっている GPIBコ
ントロールラインに対してはBCRでセットしたビットに対応した信号がアサー
トされますが、その時点で入力になっている GPIBコントロールラインに対して
はアサートされないことになります。図 9-28に NAT7210の GPIBの I/Oハー
ドウェア構成を示します。
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ピン

REN & IFC
glitch 除去

NDAC
NRFD
SRQ

GPIB ライン入力

BCR の bit 出力
GPIB ライン出力

送出 Enable

図 9-28 NAT7210の GPIB I/Oハードウェア構成

送出 Enableは、NAT7210が GPIBコントロールラインをドライブするときに
アクティブとなります。GPIB ライン出力は、NAT7210 のインターフェースフ
ァンクションが GPIB コントロール信号をアサートする場合にアクティブにな
る内部信号です。GPIB ライン入力は、NAT7210 のインターフェースファンク
ションおよび BSRへの入力となる内部信号です。SRQ、NDAC、NRFDはピン
に出力されていない場合でもインターフェースファンクションによってモニタ
ーされています。

9.11.2  BSR
Bus Status Register(BSR)は JP1で設定したベースアドレス+7でリードアクセ
スし、アクセスする前にページインコマンドを実行する必要があります。
このレジスタの読みだしで、各ビットに対応する GPIBコントロールラインの状
態をモニターすることができます。図 9-29に BSRのビット構成を示します。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
ATN DAV NDAC NRFD EOI SRQ IFC REN

図 9-29 BSRのビット構成

BSRは GPIBコントロールラインの状態を GPIBトランシーバを通してサンプ
ルするため、実際の GPIBバスの状態を示しているわけではありません。入力と
なっているコントロールラインについては、BSR に正しいバス状態が得られま
すが、出力となっている場合はNAT7210の出力状態のみが反映されることにな
ります。

9.11.3  SASR
Source/Acceptor Status Register(SASR)は、ソースハンドシェークおよびアク
セプタハンドシェークのステートを示すステータスを読みだしできます。このレ
ジスタは JP1で設定したベースアドレス+5でリードアクセスし、アクセスする
前にページインコマンドを実行する必要があります。図 9-30に SASRのビット
構成を、表 9-27に各ビットの機能を示します。



50

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
nba AEHS ANHS1 ANHS2 ADHS ACRDY SH1A SH1B

図 9-30 SASRのビット構成

表 9-27 SASRの各ビット機能

名称名称名称名称 説明説明説明説明
nba new byte available local message

AEHS Acceptor End Holdoff State
ANHS1 Acceptor Not Ready Holdoff
ANHS2 Acceptor Not Ready Holdoff Immediately
ADHS Acceptor Data Holdoff State

ACRDY Acceptor Ready State
SH1A
SH1B

Source Handshake Status

このレジスタの ADHS、ACRDYビットおよび ADSRの ATN、LAビット、そ
して BSR の DAV ビットの状態からアクセプタハンドシェークのステートを確
認することができます。表 9-28に AHのステート表現を示します。

表 9-28 AHステート

AH ステートステートステートステート 表現表現表現表現
AIDS ~ATN & ~LA
ANRS ~AIDS & ~ACRDY & ~DAV
ACRS ~AIDS & ACRDY & ~DAV
ACDS (~AIDS & ACRDY & DAV)

+(~AIDS & ~ACRDY & DAV & ATN & ADHS)
AWNS ~AIDS & ~ACRDY & DAV & ~(ATN & ADHS)

同様に、このレジスタの SH1A、SH1Bビットおよび ADSRの ATN、TA、CIC
ビットの状態からソースハンドシェークのステートを確認することができま
す。表 9-29に SHのステート表現を示します。

表 9-29 SHステート

SH ステートステートステートステート 表現表現表現表現
SIDS ~(TACS & ~ATN + CIC & ATN)
SGNS ~SIDS & ~SH1A & ~SH1B
SDYS ~SIDS & SH1A
STRS ~SIDS & ~SH1A & SH1B

9.12  バージョンステータスレジスタバージョンステータスレジスタバージョンステータスレジスタバージョンステータスレジスタ
Version Status Register(VSR)には、NAT7210のバージョンを示す値が保持されてい
ます。図 9-31に VSRのビット構成を示します。NAT7210”A”バージョン・”B”バージ
ョンでは、このレジスタの上位 4 ビットから 1000(バイナリ)が読み出されます。将来
のバージョンの NAT7210 では、このビットから 10XX が読み出されることになりま
す。VSR は JP1 で設定したベースアドレス+3 でリードアクセスし、アクセスする前
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にページインコマンドを実行する必要があります。なおこのレジスタは NEC の
uPD7210には存在せず、NAT7210で拡張されています。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
1 0 0 0 X X X X

図 9-31 VSRのビット構成
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10  9914モードレジスタ機能モードレジスタ機能モードレジスタ機能モードレジスタ機能

この章では、9914モードでのレジスタ機能詳細について説明します。なお、7210モー
ドと 9914モードで名称が共通なレジスタがありますのでご注意ください。なお、説明
中の GPIB バスの状態を示すステータス名やメッセージ名を示す略号については、付
録 Bをご参照ください。(これらは IEEE488.1で定義されています。)

10.1  データレジスタデータレジスタデータレジスタデータレジスタ
データレジスタは GPIB とホストシステムとの間のデータやコマンドの転送に使用す
るレジスタです。DIR(Data In Register)と CDOR(Command/Data Out Register)は独
立していますので、CDORに書き込んだデータやコマンドは DIRの読み出しデータに
は影響しません。

10.1.1  DIR(9914モードモードモードモード)
DIR は NAT7210 がリスナ時に受信したデータを保持します。DIR にデータが
ラッチされると、ISR0の bit5(BIビット)がセットされ、RFD Holdoff状態とな
ります。
DIRのリードによって、

! ISR0の bit5(BIビット)がクリア
! RFDホールドオフが解除(下記参照)

されます。
hdfa汎用コマンドがセットされている場合は、DIRにデータが受信される毎に
RFD Holdoff状態を rhdf汎用コマンドによって解除する必要があります。
hdfe汎用コマンドがセットされている場合は、END条件に一致しないデータに
ついては DIRの読み出しで RFD Holdoff状態が自動的に解除されますが、END
条件に一致したデータの場合は、rhdf 汎用コマンドで解除する必要がありま
す。
なお、DIR と CDOR は独立のため、CDOR に書き込んだデータやコマンドは
DIRの読み出しデータには影響しません。DIRの各ビットは GPIB データライ
ンの各ビットに対応します。DIRは JP1で設定したベースアドレス+7でリード
アクセスします。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
DIO8 DIO7 DIO6 DIO5 DIO4 DIO3 DIO2 DIO1

図 10-1 DIRのビット構成
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10.1.2  CDOR(9914モードモードモードモード)
CDOR は NAT7210 がトーカかコントローラになっている場合に、ホストシス
テムから GPIBにデータを送ります。書き込まれたデータまたはコマンドは、ソ
ースハンドシェーク機能によって他の GPIBデバイスに転送されます。
CDORへの書き込みによって、
! ISR0の bit4(BOビット)がクリア
されます。
CDORと DIRは独立のため、書き込みデータやコマンドは DIRのラッチ内容に
は影響しません。CDORの各ビットは、GPIBデータラインの各ビットに対応し
ます。CDORは JP1で設定したベースアドレス+7でライトアクセスします。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
DIO8 DIO7 DIO6 DIO5 DIO4 DIO3 DIO2 DIO1

図 10-2 CDORのビット構成

10.2  割り込みレジスタ割り込みレジスタ割り込みレジスタ割り込みレジスタ
NAT7210 は 18 種類の割込み要因があり、それぞれについて割込み要求を示すステー
タスビットと、割込みマスクビットが用意されています。割込みステータスレジスタ
(ISR0,ISR1,ISR2)には割込み要因に対応したステータスビットや内部ステータスを示
すフラグが、また割込みマスクレジスタ(IMR0,IMR1,IMR2)には割込み要因に対応し
たマスクビットやその他の設定ビットが割り当てられています。

10.2.1  ISR0(9914モードモードモードモード)
ISR0は割込みステータスビットと内部ステータスビットで構成されています。
図 10-3に ISR0のビット構成を示します。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
INT0 INT1 BI BO END SPAS RLC MAC

図 10-3 ISR0のビット構成

ISR0 の各ビットは、IMR0 で割込み要因がマスクされているかどうかにかかわ
らずセット・リセット条件に応じて変化します。ホストシステムが ISR0をリー
ドしている間にこれらのビットの状態に変化があった場合は、進行中のリードサ
イクル終了後に ISR0 の内容を変更します。各ビットの機能を表 10-1に示しま
す。ISR0は JP1で設定したベースアドレス+0でリードアクセスします。
《注意》
ISR0のリードによって、このレジスタの 1にセットされていたビットはクリア
されますのでご注意ください。
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表 10-1 ISR0の各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
INT0 Interrupt Register 0

Interrupt
ISR0のマスクされていないいずれかの割り込みス
テータスがセットされた場合、1 にセットされま
す。(ビット 7､6は除く)

INT1 Interrupt Register 1
Interrupt

ISR1のマスクされていないいずれかの割り込みス
テータスがセットされた場合、1 にセットされま
す。

BI Byte In このビットが 1 の場合は GPIB リスナとしてトー
カからのデータを受け取ったことを示します。
セット条件:
LACS&ACDS&~(continuousモード)
クリア条件:
swrst+(ISR0リード)+(DIRリード)

BO Byte Out このビットが 1 の場合は GPIB トーカまたはコン
トローラとして CDORに次のデータを受け入れる
ことができることを示します。CDOR にデータが
書き込まれた場合や、アクティブなトーカではない
状態になるとクリアされます。
セット条件:
(TACS+CACS)&SGNS&~nba
クリア条件:
swrst+(CDORライト)+(ISR0リード)

END End Received 以下の3つのEND条件のいずれかを満足するデー
タバイトを受信したことを示します。
- REOSビットが 1で受信データが EOSRの内容
に一致した場合
- NLENビットが 1で受信データが ASCIIの new
line(0AH)に一致した場合
- データ受信時に EOI信号がアサートされた場合
セット条件:
(EOI+EOS&REOS+NL&NLEN)&ACDS&LACS
クリア条件:
swrst+(ISR0リード)

SPAS Serial Poll Active State NAT7210のサービス要求に対して、コントローラ
がシリアルポールを行った場合に 1 にセットされ
ます。
セット条件:
[STRS & SPAS & APRS]が falseになる場合
クリア条件:
swrst+(ISR0リード)

RLC Remote/Local Change REMビットの状態に変化があった場合に 1にセッ
トされます。
クリア条件:
swrst+(ISR0リード)
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MAC My Address Change NAT7210がリモートメッセージを受信し、それが
NAT7210 のアドレスステートに変化を与えた場
合に 1にセットされます。edpaビットが 1にセッ
トされている場合、NAT7210は 2つの 1次アドレ
スを認識しますが、このうち一方から他方へのアド
レス再指定によって、MAC ビットは変化しませ
ん。
セット条件:
ACDS&(MTA & ~TADS & ~APT IE
+OTA & TADS
+MLA & ~LADS & ~APT IE
+UNL & LADS)
クリア条件:
swrst+(ISR0リード)

10.2.2  IMR0(9914モードモードモードモード)
IMR0は割込みイネーブルビットと DMA制御ビットで構成されています。
図 10-4に IMR0 のビット構成を示します。ハードウェアリセット後 IMR0 は
00Hになります。(すべての割込みはディスエーブルです。)

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
DMAO DMAI BI IE BO IE END IE SPAS IE RLC IE MAC IE

図 10-4 IMR0のビット構成

GPIBのステータスやイベントが、1にセットされているイネーブルビットの条
件に合致すると、NAT7210はハードウェア割込みを発生します。各ビットの機
能を表 10-2に示します。IMR0は JP1で設定したベースアドレス+0でライトア
クセスします。なおDMAO、DMAIビットはTMS9914Aには存在せず、NAT7210
で拡張されています。

表 10-2 IMR0の各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
DMAO DMA Output Enable HT3020は DMAをサポートしていませんので、こ

のビットには 0を設定してください。
DMAI DMA Input Enable HT3020は DMAをサポートしていませんので、こ

のビットには 0を設定してください。
BI IE Byte In

Interrupt Enable
このビットが 1 の場合は、ISR0 の BI ビットが 1
になる条件での割り込みを許可します。

BO IE Byte Out
Interrupt Enable

このビットが 1の場合は、ISR0の BOビットが 1
になる条件での割り込みを許可します。

END
IE

End Received
Interrupt Enable

このビットが 1の場合は、ISR0の ENDビットが
1になる条件での割り込みを許可します。

SPAS
IE

Serial Poll Active State
Interrupt Enable

このビットが 1の場合は、ISR0の SPASビットが
1になる条件での割り込みを許可します。

RLC IE Remote/Local Change
Interrupt Enable

このビットが 1の場合は、ISR0の SPASビットが
1になる条件での割り込みを許可します。

MAC
IE

My Address Change
Interrupt Enable

このビットが 1の場合は、ISR0のMACビットが
1になる条件での割り込みを許可します。
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10.2.3  ISR1(9914モードモードモードモード)
ISR1は 8つの割込みステータスビットで構成されています。図 10-5に ISR1の
ビット構成を示します。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
GET ERR UNC APT DCAS MA SRQ IFC

図 10-5 ISR1のビット構成

ISR1 の各ビットは、IMR1 で割込み要因がマスクされているかどうかにかかわ
らずセット・リセット条件に応じて変化します。ホストシステムが ISR1をリー
ドしている間にこれらのビットの状態に変化があった場合は、進行中のリードサ
イクル終了後 ISR1 の内容が更新されます。各ビットの機能を表 10-3に示しま
す。ISR1は JP1で設定したベースアドレス+1でリードアクセスします。
《注意》
ISR1のリードによって、このレジスタの 1にセットされていたビットはクリア
されますのでご注意ください。

表 10-3 ISR1の各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
GET Group Execute Trigger GETコマンドを受信したことを示します。

セット条件:
GET&LADS&ACDS
クリア条件:
swrst+(ISR1リード)

ERR Error ソースハンドシェークがデータやコマンドをリス
ナのいないバスに送出しようとしたことを示しま
す。
セット条件:
SDYS&EXTDAC&RFD
クリア条件:
swrst+(ISR1リード)

UNC Unrecognized Command 次の場合にこのビットがセットされます。
・ 未定義のUCGコマンド受信
・ NAT7210がリスナ時の未定義 ACGコマンド受
信
・ pts補助コマンド発行後のコマンド受信
・ AUXRE,AUXRF で指定したコマンドを検出し
た場合
セット条件:
ACDS&UCG
 &~(LLO+SPE+SPD+DCL+PPU&PP1)
+ACDS&ACG
 &~(GET+GTL+SDC+TCT+PPC&PP1)&LADS
+SCG&PTS&ACDS
+DHADT&GET&ACDS
+DHADC&(SDC+DCL)&ACDS
+DHATA&TAG&~UNT&ACDS
+DHALA&LAG&~UNL&ACDS
+DHUNTL&(UNT+UNL)&ACDS
+DHALL&ATN&ACDS
クリア条件:
swrst+(ISR1リード)
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APT Address Pass Through GPIB の 2 次アドレスを受信したことを示しま
す。2 次アドレスは CPTR を通して読みだしでき
ます。
セット条件:
(TPAS+LPAS)&SCG&ACDS
クリア条件:
swrst+(ISR1リード)

DCAS Device Clear Active State このビットは DCL か SDC コマンドを受信したこ
とを示します。
セット条件:
(SDC&LADS+DCL)&ACDS
クリア条件:
swrst+((ISR1リード)

MA My Address このビットが 1 の場合は NAT7210 が 1 次トーカ
またはリスナアドレスを受信したことを示しま
す。
セット条件:
(MLA+MTA)&ACDS&~SPMS&~APT IE
クリア条件:
swrst+(ISR1リード)

SRQ Service Request このビットが 1 の場合は NAT7210 がコントロー
ラで SRQメッセージを受信したことを示します。
セット条件:
CIC&SRQ&~(CIDS&CADS)
クリア条件:
swrst+(ISR1リード)

IFC Interface Clear GPIB の IFC*がアサートされるとセットされま
す。swrst+(ISR1リード)で 0クリアされます。

10.2.4  IMR1(9914モードモードモードモード)
IMR1は 8つの割込みイネーブルビットで構成されています。
図 10-6に IMR1 のビット構成を示します。ハードウェアリセット後 IMR1 は
00Hになります。(割込みはすべてディスエーブルとなります。)

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
GET IE ERR IE UNC IE APT IE DCAS

IE

MA IE SRQ IE IFC IE

図 10-6 IMR1のビット構成

GPIBのステータスやイベントが、1にセットされているイネーブルビットの条
件に合致すると、NAT7210はハードウェア割込みを発生します。各ビットの機
能を表 10-4に示します。割込み発生条件については、ISR1の対応するビットの
説明をご参照ください。IMR1は JP1で設定したベースアドレス+1でライトア
クセスします。
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表 10-4 IMR1の各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
GET IE Group Execute Trigger

Interrupt Enable
このビットが 1の場合は、ISR1の GETビットが
1になる条件での割り込みを許可します。
条件が成立した場合は、DAC Holdoff状態となり
ます。

ERR IE Error Interrupt Enable このビットが 1の場合は、ISR1の ERRビットが
1になる条件での割り込みを許可します。

UNC
IE

Unrecognized Command
Interrupt Enable

このビットが 1の場合は、ISR1のUNCビットが
1になる条件での割り込みを許可します。
条件が成立した場合は、DAC Holdoff状態となり
ますので、検出されたコマンドは CPTR から読み
出すことができます。

APT IE Address Pass Through
 Interrupt Enable

このビットが 1の場合は、ISR1の APTビットが 1
になる条件での割り込みを許可します。
条件が成立した場合は、DAC Holdoff状態となり
ますので、検出された 2次アドレスは CPTRから
読み出すことができます。

DCAS
IE

Device Clear Active State
 Interrupt Enable

このビットが 1 の場合は、ISR1 の DCAS ビット
が 1になる条件での割り込みを許可します。
条件が成立した場合は、DAC Holdoff状態となり
ます。

MA IE My Address
 Interrupt Enable

このビットが 1の場合は、ISR1のMAビットが 1
になる条件での割り込みを許可します。
条件が成立した場合は、DAC Holdoff状態となり
ます。

SRQ IE Service Request
Interrupt Enable

このビットが 1の場合は、ISR1の SRQビットが 1
になる条件での割り込みを許可します。

IFC IE Interface Clear
Interrupt Enable

このビットが 1の場合は、ISR1の IFCビットが 1
になる条件での割り込みを許可します。

10.2.5  ISR2(9914モードモードモードモード)
ISR2は割込みステータスビットと内部ステータスビットで構成されています。
図 10-7に ISR2のビット構成を示します。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
nba STBO NL EOS LLOC ATNI X CIC

図 10-7 ISR2のビット構成

ISR2 の各ビットは、IMR2 で割込み要因がマスクされているかどうかにかかわ
らずセット・リセット条件に応じて変化します。ホストシステムが ISR2をリー
ドしている間にこれらのビットの状態に変化があった場合は、進行中のリードサ
イクル終了後 ISR2 の内容が更新されます。各ビットの機能を表 10-5に示しま
す。ISR2 はページイン状態のときに JP1 で設定したベースアドレス+4 でリー
ドアクセスします。なお、このレジスタは TI の TMS9914A には存在せず、
NAT7210で拡張されています。
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表 10-5 ISR2の各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
nba New Byte Available nbaは CDORへの書き込みによって 1にセットさ

れ、swrst+nbaf+STRSの条件が成立すると 0にク
リアされます。

STBO Status Byte Out STBO IEが 1にセットされている場合に、GPIB
コントローラが NAT7210 に対してシリアルポー
ルを行うと、STBOは 1にセットされます。
swrst+(SPMR 書き込み)+~SPAS の条件が成立す
ると 0にクリアされます。

NL New Line Receive NL は GPIB データバスから ASCII の new
line(0AH)を受信すると 1にセットされます。
swrst+(LACS&~NL&ACDS)の条件が成立すると
0にクリアされます。

EOS End-Of-String ISR0 の END ビットが EOS キャラクタの受信に
よってセットされたことを示します。
swrst+(LACS&~EOS&ACDS)+~REOS の条件が
成立すると 0にクリアされます。

LLOC Local Lockout Change このビットが 1の場合は、LLOビットに変化があ
ったことを示します。
セット条件:
LLO↑+LLO↓
クリア条件:
Chip Reset+(ISR0リード)

ATNI ATN Interrupt GPIB の ATN*がアサートされるとセットされま
す。Chip Reset+(ISR0 リード)の条件が成立する
と 0にクリアされます。

X Don’t Care このビットは使用されていません。
CIC Controller In Charge このビットが 1 の場合は、NAT7210 が CIC 状態

にあることを示します。
セット条件:
~(CIDS+CADS)

10.2.6  IMR2(9914モードモードモードモード)
IMR2 は割込みイネーブルビットと内部コントロールビットで構成されていま
す。図 10-8に IMR2のビット構成を示します。ハードウェアリセット後 IMR2
は 80H になります。(GLINT 以外のすべての割り込みはディスエーブルとなり
ます。)

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
GLINT STBO

IE

NLEN 0 LLOC

IE

ATNI

IE

0 CIC IE

図 10-8 IMR2のビット構成

GPIBのステータスやイベントが、1にセットされているイネーブルビットの条
件に合致すると、NAT7210はハードウェア割込みを発生します。各ビットの機
能を表 10-6に示します。
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割り込み発生条件については、ISR2 の対応するビットの説明をご参照くださ
い。IMR2は piimr2補助コマンドでページイン状態となっているとき、JP1で
設定されたベースアドレス+2 でライトアクセスします。なお、このレジスタは
TIの TMS9914Aには存在せず、NAT7210で拡張されています。

表 10-6 IMR2の各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
GLINT Global Interrupt Enable NAT7210 の INT 出力を許可・禁止します。この

ビットが 0の場合は INTは出力されません。
STBO

IE
Status Byte Out

 Interrupt Enable
NAT7210 がどのようにシリアルポールのサービ
スリクエストを行い、またコントローラからのポー
リングに反応するかを決定します。
このビットが 0の場合は SPMRの rsvビットでサ
ービスリクエストを行います。GPIBコントローラ
が NAT7210 をシリアルポールすると NAT7210
は SPMRに保持されている値を送出します。
このビットが 1の場合は SPMRの rsvビットはサ
ービスリクエストのためには使用できず、reqt 補
助コマンドを使用してサービスリクエストを行う
必要があります。コントローラが NAT7210 を
シリアルポールすると STBOは 1 にセットさ
れ割込みが発生しますので、ホストシステム
は SPMR にデータを書き込み、NAT7210 は
このデータをシリアルポールへのレスポンス
として送出します。

NLEN New Line End Enable このビットが 1の場合は 7bit ASCIIの new line
キャラクタ(0AH)を EOSキャラクタとして扱いま
す。アクセプタハンドシェークは new lineキャラ
クタを EOIが送られたのと同様に反応します。

LLOC
IE

Local Lockout Change
Interrupt Enable

このビットが 1 の場合は、ISR2 の LLOC ビット
が 1になる条件での割り込みを許可します。

ATNI
IE

ATN Interrupt Enable このビットが 1 の場合は GPIB の ATN*がアサー
トされると割り込みが発生します。

CIC IE Controller In Charge
Interrupt Enable

このビットが 1の場合は、ISR2の CICビットが 1
になる条件での割り込みを許可します。

10.3  シリアルポールレジスタシリアルポールレジスタシリアルポールレジスタシリアルポールレジスタ
SPSR(Serial Poll Status Register)と SPMR(Serial Poll Mode Register)はこのボード
がトーカ・リスナの場合にコントローラに対してサービスリクエストを行ったり、コ
ントローラのシリアルポールに対してステータスバイト(STB)を保持するために使用
されるレジスタです。

10.3.1  SPSR(9914モードモードモードモード)
SPSR のビット構成を図 10-9に、各ビットの機能を表 10-7に示します。SPSR
は pimr2,pibcr,pieosr,piaccr のいずれかの補助コマンドが発行されてページイ
ン状態となっているとき、JP1 で設定したベースアドレス+5 でリードアクセス
します。
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bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
S8 PEND S6 S5 S4 S3 S2 S1

図 10-9 SPSRのビット構成

表 10-7 SPSRの各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
S8

S[6:1]
Serial Poll Status SPMR に設定された同名称のビット内容(STB)が

読みだしできます。
PEND pending rsvビットに 1がセットされるとこのビットも 1に

セットされ、サービスリクエストが受け付けられて
STBが送出されると 0にクリアされます。

10.3.2  SPMR(9914モードモードモードモード)
SPMRのビット構成を図 10-10に、各ビットの機能を表 10-8に示します。SPMR
は JP1で設定されたベースアドレス+5でライトアクセスします。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
S8 rsv/

RQS

S6 S5 S4 S3 S2 S1

図 10-10 SPMRのビット構成

表 10-8 SPMRの各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
S8

S[6:1]
Serial Poll Status コントローラによってシリアルポールされた場合

にGPIBのDIOに送出されるステータスバイトを
保持するビットです。S8 は DIO8 に、S[6:1]は
DIO[6:1]に対応します。これらのビットは 2 重バ
ッファとなっており、GPIB が SPAS 状態のとき
にホストシステムが SPMRに書き込みを行っても
SPMRは SPAS状態が終了した時点で更新されま
す。

rsv/
RQS

request service/
RQS

STBO IE=0 の場合はこのビットが rsv となり、
GPIBの rsvローカルメッセージを発生するのに使
用されます。rsvが 1でシステムの GPIBコントロ
ーラが本ボードをシリアルポール中でなければ、本
ボードは SRQをアサートします。コントローラの
ポーリングによって STB が読み出されると、rsv
はクリアされます。rsv はハードウェアリセット、
このビットへの 0書き込みおよびChip Reset補助
コマンドによってクリアされます。
STBO IE=1の場合はこのビットは RQSとなりま
す。システムの GPIB コントローラが本ボードを
シリアルポールすると、STBO 割り込み状態とな
ります。ホストシステムがこの割り込みに反応して
RQS ビットを 0 にして STB の値を設定すると、
NAT7210はコントローラに STBを転送し、RQS
をアサートします。RQS はハードウェアリセット
およびChip Reset補助コマンドによってクリアさ
れます。
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《注意》
STBO IEが 1の状態で、reqt補助コマンドを発行してサービスリクエストを行
った場合は、STBO割り込みの条件が成立するまで SPMRへの書き込みは行わ
ないでください。

10.4  パラレルポールレジスタパラレルポールレジスタパラレルポールレジスタパラレルポールレジスタ(9914モードモードモードモード)
PPR(Parallel Poll Register)は、NAT7210がパラレルポールされた場合に送出
する PPRメッセージを保持するレジスタです。このレジスタは JP1で設定した
ベースアドレス+6でライトアクセスします。PPRのビット構成を図 10-11に示
します。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
PP8 PP7 PP6 PP5 PP4 PP3 PP2 PP1

図 10-11 PPRのビット構成

ローカルパラレルポールコンフィグレーション(機能コード PP2)を行う場合は、ポーリ
ングに対応した設定を前もってこのレジスタに書き込んでおく必要があります。リモ
ートパラレルポールコンフィグレーション(PP1)を行う場合、ACCRI レジスタの PP1
ビットが 0にクリアされているときは、TMS9914Aと同様にホストシステムによって
コンフィグレーションコマンドを UNCとして検出し、プログラムによって PPRを設
定する必要がありますが、PP1 ビットが 1 に設定されている場合は NAT7210 がコン
フィグレーションコマンドを自動的に認識し、PPR をホストシステムの介在なしに設
定します。この機能を使用する場合は、PPRには 0を書き込んでおきます。
《注意》
9914互換モードでは、istの状態が変化しても PPRは自動的に更新されません。

10.5  アドレスステータスレジスタアドレスステータスレジスタアドレスステータスレジスタアドレスステータスレジスタ(9914モードモードモードモード)
ADSR(Address Status Register)は GPIB アドレスステータスをモニターするために
必要な情報が割り当てられています。ADSR のビット構成を図 10-12に示します。こ
のレジスタは JP1で設定したベースアドレス+2でリードアクセスします。各ビットの
機能は表 10-9をご参照ください。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
REM LLO ATN LPAS TPAS LA TA ulpa

図 10-12 ADSRのビット構成

表 10-9 ADSRの各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
REM Remote Remote/Local インターフェースファンクションの状態を

示します。(REMS+RWLS)のとき 1にセットされます。
LLO Local Lockout Remote/Local インターフェースファンクションの状態を

示します。(LWLS+RWLS)のとき 1にセットされます。
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ATN Attention GPIB の ATN 信号レベルを示します。GPIB の
ATNがアサートされている場合、1となります。

LPAS Listener Primary
Addressed State

リスナ 1次アドレスを受信したことを示します。
クリア条件:
(PCG&~MLA&ACDS)+pon

TPAS Talker Primary
Addressed State

トーカ 1次アドレスを受信したことを示します。
クリア条件:
(PCG&~MTA&ACDS)+pon

LA Listener Active CIC からリスナに指定された場合、あるいは
Listen Only 補助コマンドでリスナとしてプログ
ラムされた場合、このビットは 1 にセットされま
す。
クリア条件:
pon+IFC+(UNL&ACDS)

TA Talker Active CICからトーカに指定された場合、あるいは Talk
Only補助コマンドでトーカとしてプログラムされ
た場合、このビットは 1にセットされます。
クリア条件:
pon+IFC+(OTA&ACDS)

ulpa Upper/Lower
Primary Address

NAT7210が受信した1次アドレスの最下位ビット
の値を示します。9914互換モードでは、連続する
2つの1次アドレスを1次アドレスとして設定する
ことができるため、このビットによりどちらのアド
レスが指定されたかを識別します。

10.6  アドレスレジスタアドレスレジスタアドレスレジスタアドレスレジスタ(9914モードモードモードモード)
ADR は、NAT7210 が検出するアドレスを保持する内部レジスタに書き込みを行うた
めに使用します。ADRのビット構成を図 10-13に、各ビットの機能を表 10-10に示し
ます。ADRは JP1で設定したベースアドレス+4でライトアクセスします。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
edpa dal dat A5 A4 A3 A2 A1

図 10-13 ADRのビット構成

表 10-10 ADRの各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
edpa Enable Dual Primary

Address Mode
このビットを 1に設定すると、NAT7210は二重 1次アドレ
スモードとなります。このとき GPIBアドレスの最下位ビッ
トは無視されるため連続する 2つの 1次アドレスを使用する
ことができます。どちらのアドレスが指定されたかは ulpa
ビットで確認することができます。

dal Disable Listener このビットを 1 にセットすると、リスナファンクションを
LIDSに強制し、GPIBリスナアドレスの検出や、lon補助コ
マンドによってリスナになることを禁止します。

dat Disable Talker このビットを 1 にセットすると、トーカファンクションを
TIDSに強制し、GPIBトーカアドレスの検出や、ton補助コ
マンドによってトーカになることを禁止します。

A[5:1] GPIB Address 0から 30までの範囲で、デバイスアドレスを設定します。
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10.7  Auxiliaryコマンドレジスタコマンドレジスタコマンドレジスタコマンドレジスタ(9914モードモードモードモード)
Auxiliary Command Register(AUXCR)は、補助コマンドを発行してNAT7210の機能
を制御するために使用されます。補助コマンドのコードと、その機能を表 10-11に示
します。表中の*は TMS9914Aには存在しない補助コマンドを示します。

表 10-11 補助コマンド機能

コードコードコードコード 機能機能機能機能 説明説明説明説明
00

80

Clear Software Rest
(~swrst)

Set Software Reset
(swrst)

swrstローカルメッセージはGPIBインターフェースフ
ァンクションを全てアイドル状態とします。(GPIBのロ
ーカル pon メッセージに相当します。)swrst は、この
コマンドの他、ch_rst補助コマンドによってもセットさ
れます。
ホストシステムはNAT7210をこの状態でプログラムす
ることができます。
swrstがクリアされると、デバイスが GPIB上に論理的
に存在するようになります。

01

81

Release DAC Holdoff
(nonvalid)

Release DAC Holdoff
(valid)

DAC Holdoffを解除します。APTビットが 1の場合、
novalidは受信した 2次アドレスが無効だったことを示
し、valid は有効であったことを示します。その他の
GPIB コマンドの受信で DAC Holdoff となった場合
は、invalid 補助コマンドで停止したバス動作を継続し
ます。

02 Release RFD Holdoff
(rhdf)

RFD Holdoff 状態で停止している GPIB ハンドシェー
クを終了させ、バス動作を継続します。(RFD Holdoff
はhdfaやhlde補助コマンドによって発生条件が指定さ
れています。)

03

83

Clear Holdoff On All Data
(~hdfa)

Set Holdoff On All Data
(hdfa)

hdfaがセットされている場合は、データを受信するたび
に RFD Holdoff 状態となります。解除するためには、
その都度 rhdf 補助コマンドを発行する必要がありま
す。

04

84

Clear Holdoff On End Only
(~hdfe)

Set Holdoff On End Only
(hdfe)

hdfeがセットされている場合は、END条件に一致する
データを受信した場合にのみ RFD Holdoff 状態となり
ます。解除するためには、rhdf補助コマンドを発行する
必要があります。

05 New Byte Available
False(nbaf)

nbaローカルメッセージを false にします。これにより
CDOR に書き込まれた最後のデータ送出を禁止しま
す。

06

86

Clear Force Group Execute
Trigger
(~fget)

Set Force Group Execute Trigger
(fget)

HT3020ではTRIG信号出力がありませんのでこの機能
は使用できません。

07

87

Clear Return To Local
(~rtl)

Set Return To Local
(rtl)

~rtl コマンドを発行すると、rtl メッセージがパルス状
に発生します。(すでに rtlがセットされている場合はこ
れをクリアします。)
rtlコマンドを発行すると、rtlメッセージはセットされ
たままとなります。

08 Send EOI
With The Next Byte

(feoi)

次のデータバイト送出時に GPIB の EOI ラインがアサ
ートされます。EOIは転送されたデータバイトのハンド
シェークが終了するとクリアされます。

09

89

Clear Listen Only
(~lon)

Set Listen Only
(lon)

lonコマンドでNAT7210は LACSに移行し、アクティ
ブなリスナとなります。~lonはアクティブなリスナ状態
を解除します。
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0A

8A

Clear Talk Only
(~ton)

Set Talk Only
(ton)

tonコマンドでNAT7210は TACSに移行し、アクティ
ブなトーカとなります。~ton はアクティブなトーカ状
態を解除します。

0B Go To Standby
(gts)

gts ローカルメッセージをパルス状に発生します。
NAT7210 がアクティブコントローラの場合はスタンバ
イコントローラとなり、ATNのアサートを解除します。

0C Take Control
Asynchronously

(tca)

tca ローカルメッセージをパルス状に発生します。
NAT7210 がスタンバイコントローラの場合はアクティ
ブコントローラとなり、ATNをアサートします。

0D Take Control
Synchronously

(tcs)

tcs ローカルメッセージをパルス状に発生します。
NAT7210 がスタンバイコントローラでかつアクティブ
リスナの場合、RFD Holdoff実行時にアクティブコント
ローラとなります。tca と違ってハンドシェークの切れ
目で制御を移すため、データのロスがありません。

0E

8E

Clear Request Parallel Poll
(~rpp)

Set Request Parallel Poll
(rpp)

この補助コマンドでパラレルポールを行います。
rpp 補助コマンドを発行すると、NAT7210 がアクティ
ブコントローラの場合 GPIB システムに IDY メッセー
ジを送出し、パラレルポールを行います。ホストシステ
ムは最低 2us 待ってから CPTR を読み出して、パラレ
ルポールの結果を得ることができます。パラレルポール
を完了させるために、最後に~rpp 補助コマンドを発行
します。

0F

8F

Clear Send Interface Clear
(~sic)

Set Send Interface Clear
(sic)

sic補助コマンドは sicおよび rscローカルメッセージを
セットします。これによりNAT7210はシステムコント
ローラとなり IFC 信号をアサートします。~sic 補助コ
マンドはこれらのローカルメッセージをクリアします
が、IFC が最低 100us 間出力されるまで~sic を発行し
ないように注意します。

10

90

Clear Send Remote Enable
(~sre)

Set Send Remote Enable
(sre)

sre 補助コマンドは sre および rsc ローカルメッセージ
をセットします。これによりNAT7210はシステムコン
トローラとなり REN信号をアサートします。~sre補助
コマンドはこれらのローカルメッセージをクリアしま
すが、RENが最低 100us間出力されるまで~sreを発行
しないように注意します。

11 Request Control
(rqc)

NAT7210 がアイドルコントローラステートの場合、
ATN がアサートされていないことを検出して
NAT7210をアクティブコントローラにします。

12 Release Control
(rlc)

NAT7210をアイドルコントローラとし、ATNのアサー
トを解除します。

13

93

Clear Disable All Interrupts
(~dai)

Set Disable All Interrupts
(dai)

dai補助コマンドは割込み出力を禁止し、~dai補助コマ
ンドは割込み出力を許可します。これらのコマンドは、
割込みステータスやマスク状態に影響を与えません。

14 Pass Through Next
Secondary

(pts)

pts 補助コマンドを発行すると、NAT7210 が 2 次コマ
ンドを受信したときに ISR1の UNC ビットをセットし
ます。この機能は TMS9914A でリモートパラレルポー
ルコンフィグレーションを行う際に使用されるため、互
換性を考慮して用意されています。(NAT7210 では
ACCRIのPP1ビットをセットするとリモートパラレル
ポールコンフィグレーションをソフトウェアの介在な
しに実行することができます。)
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15

95

Clear Short T1 Delay
(~stdl)

Set Short T1 Delay
(stdl)

stdlセット時は、T1ディレイが 1.1us、クリア時は 2us
となります。

16

96

Clear Shadow Handshaking
(~shdw)

Set Shadow Handshaking
(shdw)

shdw補助コマンドにより、NAT7210を continuousモ
ードにすることができます。このモードではデータは受
信されず、NAT7210 はハンドシェークにのみかかわり
ます。通常このコマンドは tcsや hlde補助コマンドと併
用されます。shdwはハードウェアリセット、ch_rst補
助コマンドおよび~shdw 補助コマンドでクリアされま
す。

17

97

Clear Very Short T1 Delay
(~vstdl)

Set Very Short T1 Delay
(vstdl)

vstdl セット時は、データ転送の 2 バイト目以降の T1
ディレイが 500nsになります。その他の場合の T1ディ
レイは stdlで設定されます。

18

98

Clear Request Service bit2
(~rsv2)

Set Request Service bit2
(rsv2)

rsv2 は SPMR の rsv ビットと同じ機能を実行します
が、SPMRとは独立にサービスリクエストを行うことが
できます。このため、サービスリクエストの状態に影響
を与えずに SPMR を更新することができます。rsv2
は、コントローラに対してシリアルポールでステータス
バイトが送出されるとクリアされます。

99* Switch To 7210 Mode
(sw7210)

NAT7210を 7210互換モードに移行させます。

1A*

9A*

Request rsv False
(reqf)

Request rsv True
(reqt)

reqtは rsvローカルメッセージをセット、reqfはクリア
します。IMR2の STBO IEビットの状態でコマンドの
実行タイミングが異なります。
・STBO IE=0の場合
コマンド発行後の SPMR への書き込み時に rsv メッ
セージが発生・クリアされます。
・STBO IE=1の場合
コマンドの発行でただちに rsvメッセージが発生・クリ
アされます。

1C* Chip Reset
(ch_rst)

NAT7210を以下の状態にリセットします。
・swrstメッセージがセットされ、インターフェー
　スファンクションがアイドル状態になります。
・SPMRビットがクリアされます。
・EOS、NLビットがクリアされます。
・全ての補助レジスタがクリアされます。
・パラレルポールフラグがクリアされます。
・ulpaビットがクリアされます。

1D*

9D*

Clear Parallel Poll Flag
(~ist)

Set Parallel Poll Flag
(ist)

ACCRBの ISSビットが 0の場合に用いられる istメッ
セージを保持するパラレルポールフラグをセット
(ist)・クリア(~ist)します。ISSビットが 1の場合は、ist
として SQRSが使用されます。ハードウェアリセットか
ch_rst補助コマンドによって istメッセージはクリアさ
れます。

1E* Page-In
 Interrupt Mask Register 2

(piimr2)

piimr2補助コマンドによって、IMR2を ADSRオフセ
ットにマッピングします。このコマンドを実行すると、
以下の状態になるまでこのマッピングが継続されま
す。
・ハードウェアリセット
・ch_rst補助コマンドが発行された場合
・他のレジスタが page-inされた場合
・Clear Page-In補助コマンドが発行された場合
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1F* Page-In
 Bus Control Register

(pibcr)

pibcr 補助コマンドによって、BCR を ADSR オフセッ
トにマッピングします。このコマンドを実行すると、以
下の状態になるまでこのマッピングが継続されます。
・ハードウェアリセット
・ch_rst補助コマンドが発行された場合
・他のレジスタが page-inされた場合
・Clear Page-In補助コマンドが発行された場合

9C* Clear Page-In Registers
(clrpi)

clrpi 補助コマンドによって、ADSR オフセットにマッ
ピングされていた書き込みレジスタは、再度いずれかの
Page-In補助コマンドが発行されるまでアクセスできな
くなります。

9E* Page-In
 End-of-String Register

(pieosr)

pieosr 補助コマンドによって、EOSR を ADSR オフセ
ットにマッピングします。このコマンドを実行すると、
以下の状態になるまでこのマッピングが継続されま
す。
・ハードウェアリセット
・ch_rst補助コマンドが発行された場合
・他のレジスタが page-inされた場合
・Clear Page-In補助コマンドが発行された場合

9F* Page-In
 Accessory Register

(piaccr)

piaccr 補助コマンドによって、ACCR を ADSR オフセ
ットにマッピングします。このコマンドを実行すると、
以下の状態になるまでこのマッピングが継続されま
す。
・ハードウェアリセット
・ch_rst補助コマンドが発行された場合
・他のレジスタが page-inされた場合
・Clear Page-In補助コマンドが発行された場合

10.8  コマンドパススルーレジスタコマンドパススルーレジスタコマンドパススルーレジスタコマンドパススルーレジスタ(9914モードモードモードモード)
ホストシステムは、CPTRを通して GPIBの DIOラインの状態を調べることができま
す。この場合、DIOラインの状態はホストシステムにそのまま素通しとなりますので、
DACホールドオフ状態のときに読み出しを行ってください。このレジスタは JP1で設
定したベースアドレス+5でリードアクセスします。図 10-14に CPTRのビット構成を
示します。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
CPT7 CPT6 CPT5 CPT4 CPT3 CPT2 CPT1 CPT0

図 10-14 CPTRのビット構成

10.9  EOSレジスタレジスタレジスタレジスタ(9914モードモードモードモード)
EOSRは、NAT7210が GPIBデータブロック転送の終了を検出するデータバイトを保
持するために使用します。検出するデータビット長は ACCRAの BINビットで 7また
は 8ビットを選択できます。NAT7210がリスナの場合は、ACCRAの REOSビットが
1ならばEOSRの設定値に一致するデータの受信で ISR0のENDビットがセットされ
ます。NAT7210がトーカの場合は、ACCRAの XEOSビットが 1ならば EOSRの設
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定値に一致するデータの送信時に GPIB 信号の EOI がアサートされ、END メッセー
ジが送出されます。このレジスタは、pieosr 補助コマンドでページイン状態となって
いるとき、JP1 で設定したベースアドレス+2 でライトアクセスします。図 10-15に
EOSRのビット構成を示します。なお、このレジスタは TIの TMS9914Aには存在せ
ず、NAT7210で拡張されています。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
EOS7 EOS6 EOS5 EOS4 EOS3 EOS2 EOS1 EOS0

図 10-15 EOSRのビット構成

10.10  アクセサリレジスタアクセサリレジスタアクセサリレジスタアクセサリレジスタ(9914モードモードモードモード)
Accessory Register(ACCR)として、TMS9914Aに追加された種々の機能を設定する 6
つのレジスタが用意されており、piaccr 補助コマンドでページイン状態となっている
ときに、JP1で設定したベースアドレス+2でライトアクセスします。(これらのレジス
タは同じオフセットに配置されています。)

10.10.1  ACCRA(9914モードモードモードモード)
Accessory Register A(ACCRA)は EOSや ENDメッセージに関する設定を行い
ます。このレジスタは、Chip Reset補助コマンドおよびハードウェアリセット
によりクリアされます。
図 10-16に ACCRAのビット構成を、表 10-12に各ビットの機能を示します。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
1 0 0 BIN XEOS REOS 0 0

図 10-16 ACCRAのビット構成

表 10-12 ACCRAの各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
BIN Binary EOS メッセージのビット長を選択します。このビ

ットが 0の場合は EOSRを 7bitとして扱い、1の
場合は 8bitとして扱います。

XEOS Transmit End With EOS EOS メッセージと同時に END メッセージを送
出するかどうかを設定します。このビットが 1
の場合は、EOSRの内容が CDORのデータに
一致する場合 EOIラインがデータ送出と同時
にアサートされます。

REOS End On EOS Received EOS メッセージの受信で ISR1 の END ビットを
セットするかどうかを設定します。このビットが 1
の場合は、DIRのデータが EOSRの内容に一致す
る場合 ENDビットをセットし、アクセプタファン
クションは EOS キャラクタを EOI がアサートさ
れた場合と同様に扱います。
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10.10.2  ACCRB(9914モードモードモードモード)
Accessory Register B(ACCRB)のビット構成を図 10-17に、各ビットの機能を表
10-13に示します。このレジスタは、Chip Reset補助コマンドおよびハードウェ
アリセットによりクリアされます。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
1 0 1 ISS INV LWC SPEOI ATCT

図 10-17 ACCRBのビット構成

表 10-13 ACCRBの各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
ISS Individual Status Select ist メッセージとして何を使用するかを選択しま

す。このビットが 1 の場合は、SRQS を ist と
して使用し、0の場合はパラレルポールフラグ
の値を istとして使用します。パラレルポール
フラグは補助コマンドでセット・クリアが可
能です。

INV Invert INT出力ピンの極性を選択します。
0:アクティブHigh
1:アクティブ Low

LWC Listen When Control このビットが 1 の場合は、NAT7210 が CIC のと
きに送出するコマンドを NAT7210 自身も受信し
ます。

SPEOI Send Serial Poll EOI コントローラによってシリアルポールされた場合
EOIを送出するかどうかを選択します。
0:SPAS時に EOIをアサートしない
1:SPAS時に EOIをアサートする

ATCT Automatic Take Control このビットが 1の場合は TCTメッセージの受信に
よって他のコントローラからソフトウェアの介在
なしにコントロールを受け取ることができます。

10.10.3  ACCRE(9914モードモードモードモード)
Accessory Register E(ACCRE)は DAC Holdoffに関する設定を行います。
このレジスタで 1を設定したビットの条件に GPIBの状態が一致すると、ISR1
レジスタのUNCビットが設定され、DAC Holdoff状態となります。
図 10-18に ACCRE ビット構成を、表 10-14に各ビットの設定による DAC
Holdoff条件を示します。このレジスタは Chip Reset補助コマンドおよびハー
ドウェアリセットによりクリアされます。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
1 1 0 0 DHADT DHADC 0 0

図 10-18 ACCREのビット構成
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表 10-14 ACCRE設定による DAC Holdoff条件

名称名称名称名称 DAC Holdoff を行う条件を行う条件を行う条件を行う条件
DHADT GETコマンド
DHADC DCLまたは SDCコマンド

10.10.4  ACCRF(9914モードモードモードモード)
Accessory Register F(ACCRF)は ACCRE同様 DAC Holdoffに関する設定を行
います。このレジスタで 1 を設定したビットの条件に GPIB の状態が一致する
と、DAC Holdoff状態となります。
図 10-19に ACCRF ビット構成を、表 10-15に各ビットの設定による DAC
Holdoff条件を示します。このレジスタは Chip Reset補助コマンドおよびハー
ドウェアリセットによりクリアされます。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
1 1 0 1 DHATA DHALA DHUNTL DHALL

図 10-19 ACCRFのビット構成

表 10-15 ACCRF設定による DAC Holdoff条件

名称名称名称名称 DAC Holdoff を行う条件を行う条件を行う条件を行う条件
DHATA 全てのトーカアドレスコマンド
DHALA 全てのリスナアドレスコマンド

DHUNTL UNTまたはUNLコマンド
DHALL 全てのUCG,ACG,SCGコマンド

10.10.5  ACCRI(9914モードモードモードモード)
Accessory Register I(ACCRI)のビット構成を図 10-20に、各ビットの機能を表
10-16に示します。
このレジスタは Chip Reset補助コマンドおよびハードウェアリセットによりク
リアされます。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
1 1 1 0 USTD PP1 0 DMAE

図 10-20 ACCRIのビット構成
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表 10-16 ACCRIの各ビット機能

名称名称名称名称 機能機能機能機能 説明説明説明説明
USTD Ultra Short T1 Delay このビットが 0の場合は、AUXRBの TRIビット

が T1ディレイの値を決定します。このビットが 1
の場合は、ATN解除後の 2 バイト目以後の T1 デ
ィレイを 350nsにします。

PP1 Parallel Poll 1 このビットが 0 の場合は、リモートパラレルポー
ルコンフィグレーションに対する応答が
TMS9914A 相当となり、リモート設定コマンド
PPC や PPU は未定義コマンドとして扱われます
のでホストシステムによって処理を行う必要があ
ります。
このビットが 1 の場合は、リモートパラレルポー
ルコンフィグレーションに対する応答を
NAT7210が自動的に行いますので、PPCや PPU
受信で DAC Holdoff 状態となったり、UNC ビッ
トがセットされることはありません。

DMAE DMA Enable このビットが 0の場合、DRQは DMAOビット、
DMAIビットの設定によらずDIRに受信データが
あるか、CDOR が空で送信可能なときアサートさ
れます。
このビットが 1の場合は、DRQは DMAOビット、
DMAI ビットによってイネーブル・ディスエーブ
ルされます。
なお、HT3020は DMA機能をサポートしていませ
んので、このビットの設定値は任意です。

10.10.6  ICR(9914モードモードモードモード)
Internal Count Register(ICR)の F[3:0]ビットと ICR2のMICRビットを使用し
て、NAT7210の CLOCK端子に供給する周波数を設定します。図 10-21に ICR
のビット構成を、表 10-17に周波数に対応する設定値を示します。このレジスタ
は Chip Reset 補助コマンドおよびハードウェアリセットにより 00101000B
(8MHz クロック)に設定されます。なお、このレジスタは TMS9914A には存在
せず、NAT7210で拡張されています。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
0 0 1 0 F3 F2 F1 F0

図 10-21 ICRのビット構成

表 10-17 クロック周波数とMICR,F[3:0]設定値

クロック周波数クロック周波数クロック周波数クロック周波数(MHz) MICR F[3:0]
1 0 0001
2 0 0010
3 0 0011
4 0 0100
5 0 0101
6 0 0110
7 0 0111
8 0 1000
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10 1 0101
16 1 1000
20 1 1010

《注意》
ICR2は 9914互換モードのレジスタマップ上には存在しないため、MICRビッ
トを設定する場合はいったん 7210 互換モードに移行する必要があります。
MICR ビットは、ハードウェアリセットおよび Chip Reset 補助コマンドで 0
にクリアされます。HT3020では NAT7210に 8MHzクロックを供給していま
すので、ICRと ICR2の設定はリセット時の値のままで使用できます。

10.11  その他のその他のその他のその他の GPIBステータスレジスタステータスレジスタステータスレジスタステータスレジスタ
NAT7210では、TMS9914A互換のバスステータスレジスタ(BSR)に加えてバスコント
ロールレジスタ(BCR)が追加されており、GPIB の状態をモニターするだけでなく
GPIBコントロールラインを直接制御することができます。

10.11.1  BCR(9914モードモードモードモード)
Bus Control Register(BCR)は pibcr補助コマンドでページイン状態となってい
るとき、JP1で設定したベースアドレス+2でライトアクセスします。
このレジスタで 1 を設定したビットに対応する GPIB のコントロールラインが
アサートされます。図 10-22に BCRのビット構成を示します。このレジスタは
Chip Reset補助コマンドおよびハードウェアリセットによりクリアされます。

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
ATN DAV NDAC NRFD EOI SRQ IFC REN

図 10-22 BCRのビット構成

GPIBコントロールラインは、ある瞬間において信号の送信または受信のどちら
かの動作しかできないため、BCR に設定したビットに対応するコントロールラ
インが、すぐにアサートされるわけではありません。出力になっている GPIBコ
ントロールラインに対してはBCRでセットしたビットに対応した信号がアサー
トされますが、その時点で入力になっている GPIBコントロールラインに対して
はアサートされないことになります。詳細については 7210 互換モード時の
BCR/BSR説明(9.11.1項)をご参照ください。

10.11.2  BSR
Bus Status Register(BSR)は JP1で設定したベースアドレス+3でリードアクセ
スします。
このレジスタの読みだしで、各ビットに対応する GPIBコントロールラインの状
態をモニターすることができます。図 10-23に BSRのビット構成を示します。
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bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
ATN DAV NDAC NRFD EOI SRQ IFC REN

図 10-23 BSRのビット構成

BSRは GPIBコントロールラインの状態を GPIBトランシーバを通してサンプ
ルするため、実際の GPIBバスの状態を示しているわけではありません。入力と
なっているコントロールラインについては、BSR に正しいバス状態が得られま
すが、出力となっている場合はNAT7210の出力状態のみが反映されることにな
ります。
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11  プログラミングプログラミングプログラミングプログラミング

ここでは、NAT7210 を制御するプログラム作成時のレジスタ使用方法を説明します。
なお、説明はデバイスを 7210互換モードで使用することを前提にしています。

11.1  初期化初期化初期化初期化
HT3020 をトーカ・リスナとして使用する場合、初期設定の手順は次の通りです。シ
ステムコントローラとして使用する場合は、さらに11.3.1項の手順に従ってください。
1. 7210モードへの移行

NAT7210はコマンドが 7210互換と 9914互換のモードで使用できますが、この
後の初期化手順を実行するためには、いったん 7210互換モードとする必要があり
ます。ハードウェアリセット後は 7210互換モードとなりますが、どちらのモード
となっているかが不明な場合は JP1設定ベースアドレス+3に 99Hを書き込みま
す。(NAT7210が 9914モードになっていた場合、この書き込みで 7210モードに
移行します。すでに 7210モードだった場合、この操作は SPMRへの書き込みに
相当しますが、この後の手順で正しい値を再度設定しますので動作には影響があ
りません。)

2. Chip Reset補助コマンドの発行
AUXMR(オフセット+5)に Chip Reset 補助コマンド(02H)を書き込みます。これ
によりNAT7210は GPIBから切り離されてアイドル状態となります。

3. クロック周波数の設定
ICRおよび ICR2を使用してシステムクロックを 8MHzに設定します。ICR(オフ
セット+5)に 28H、ICR2(page-in後オフセット+3)には 80H(Slow Handshakeを
行わない場合)または A0H(Slow Handshakeを行う場合)を書き込みます。

4. GPIBアドレスの設定
ADMR(オフセット+4)に使用するアドレスモードを設定します。設定可能な値は
表 9-10をご参照ください。通常は 31Hを書き込みNormal Dual Addressingモ
ードを選択します。GPIB1 次/2 次アドレスは ADR(オフセット+6)を通して
ADR0/ADR1に書き込みます。2次アドレスを使用しない場合は ADRに E0Hを
書き込み、ADR1を禁止してください。

5. シリアルポール応答の設定
NAT7210がシリアルポールされる場合は、SPMR(オフセット+3)に応答パターン
をあらかじめセットしておきます。

6. パラレルポール応答の設定
パラレルポールに対応する場合で、ローカルコンフィグレーションを行うときは
PPR(オフセット+5)に応答パターンをあらかじめセットしておきます。AUXRI(オ
フセット+5)の PP2 ビットをセットするとリモートコンフィグレーションによっ
てオーバーライドされることなく正しいローカルコンフィグレーション機能をイ
ンプリメントすることができます。AUXRIには PP2ビットの他に SISB、USTD
ビットがありますのでこれらの設定状態にも注意してください。
リモートコンフィグレーションを行う場合は、PPRに 70Hを書き込みます。
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7. ハンドシェークパラメータの設定
GPIBシステムの状態に応じて、ソースハンドシェーク時の T1ディレイ値を選択
します。設定は AUXRI(オフセット+5)の TRIビット、AUXRB(オフセット+5)の
USTD ビットで行います。GPIB システムの状態と T1 ディレイ値については
11.5.3項をご参照ください。AUXRI、AUXRB 設定時にはその他のビットの設定
状態にもご注意ください。

8. 割り込みの設定
必要に応じて IMR0-2 の割り込みイネーブルビットをセットし、割り込み条件を
設定します。AUXRI(オフセット+5)の SISBビットを 1にセットすると、インタ
ラプトステータスのクリアされる条件を変更することができます。なお
AUXRB(オフセット+5)には割り込み出力の極性を設定する INV ビットがありま
すので必要があれば変更してください。(デフォールトはアクティブ H です。)
AUXRI、AUXRB設定時にはその他のビットの設定状態にもご注意ください。

9. pon補助コマンドの発行
AUXMR(オフセット+5)に pon 補助コマンド(02H)を書き込みます。これにより
NAT7210の GPIBインターフェース機能が動作状態となります。

11.2  アドレスモードアドレスモードアドレスモードアドレスモード
IEEE488.1では、1つの GPIBシステムに 15個までの物理デバイスを接続できること
を規定しており、HT3020 は１つの GPIB 物理デバイスとして扱われます。ほとんど
のアプリケーションにおいて、1つの GPIB 物理デバイスは 1つの GPIB 論理デバイ
スとして扱われますが、1つの GPIB物理デバイスで複数の GPIB論理デバイスをイン
プリメントすることも可能です。GPIB論理デバイスは重複することのないアドレスが
個々に割り当てられており、961種類のアドレスをとることができます。

11.2.1  通常アドレスと拡張アドレス通常アドレスと拡張アドレス通常アドレスと拡張アドレス通常アドレスと拡張アドレス

GPIB 論理デバイスのアドレス指定方法には、通常(normal)アドレスと拡張
(extended)アドレスの 2つの方法があります。
通常アドレスの指定方法では、GPIBデバイスに 0から 30までのアドレスを割
り当てます。コントローラはこのアドレスを指定して GPIBデバイスをトーカま
たはリスナにします。
拡張アドレスの指定方法では、GPIBデバイスに 1次アドレスと 2次アドレスの
2つのアドレスが割り当てられ、それぞれのアドレスは 0から 30までを使用し
ますので、961通りのアドレスが存在することになります。コントローラは 1次
アドレスと 2次アドレスを指定して、GPIBデバイスをトーカまたはリスナにし
ます。

11.2.2  1つの論理デバイスつの論理デバイスつの論理デバイスつの論理デバイス(通常アドレス通常アドレス通常アドレス通常アドレス)
NAT7210を通常(normal)アドレス指定方法で 1つの論理デバイスとして使用す
る場合は、次の手順で設定を行います。
1. ADMR(オフセット+4)に 31Hを書き込みます。
2. ADR(オフセット+6)を通して、ADR0 に使用する論理アドレスを設定しま

す。
3. ADR(オフセット+6)に E0Hを書き込み、ADR1を禁止します。
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この設定をしたデバイスを、コントローラがトーカに指定した場合は ADSR(オ
フセット+4)の TAビットが 1にセットされ、リスナに指定された場合は、LAビ
ットが 1にセットされます。

11.2.3  1つの論理デバイスつの論理デバイスつの論理デバイスつの論理デバイス(拡張アドレス拡張アドレス拡張アドレス拡張アドレス)
NAT7210を拡張(extended)アドレス指定方法で 1つの論理デバイスとして使用
する場合は、次の手順で設定を行います。
1. ADMR(オフセット+4)に 32Hを書き込みます。
2. ADR(オフセット+6)を通して、ADR0 に使用する 1 次論理アドレスを設定

します。
3. ADR(オフセット+6)を通して、ADR1 に使用する 2 次論理アドレスを設定

します。
この設定をしたデバイスを、コントローラがトーカに指定した場合は ADSR(オ
フセット+4)の TAビットが 1にセットされ、リスナに指定された場合は、LAビ
ットが 1にセットされます。

11.2.4  2つの論理デバイスつの論理デバイスつの論理デバイスつの論理デバイス(通常アドレス通常アドレス通常アドレス通常アドレス)
NAT7210を通常(normal)アドレス指定方法で 2つの論理デバイスとして使用す
る場合は、次の手順で設定を行います。
1. ADMR(オフセット+4)に 31Hを書き込みます。
2. ADR(オフセット+6)を通して、使用する 2 つのアドレスのうち 1 つの

(major)論理アドレスを ADR0に設定します。
3. ADR(オフセット+6)を通して、使用するもう１つの(minor)論理アドレスを

ADR1に設定します。
この設定をしたデバイスを、コントローラがトーカに指定した場合は ADSR(オ
フセット+4)の TAビットが 1にセットされ、リスナに指定された場合は、LAビ
ットが 1 にセットされます。どちらのアドレスが指定されたかは、ADSR の
MJMNビットで判定できます。(minorアドレスが指定された場合、1にセット
されます。)

11.2.5  2つの論理デバイスつの論理デバイスつの論理デバイスつの論理デバイス(拡張アドレス拡張アドレス拡張アドレス拡張アドレス)
NAT7210を拡張(extended)アドレス指定方法で 2つの論理デバイスとして使用
する場合は、次の手順で設定を行います。
1. ADMR(オフセット+4)に 33Hを書き込みます。
2. ADR(オフセット+6)を通して、使用する 2つのアドレスのうち 1つの論理 1

次アドレス(major primary)を ADR0に設定します。
3. ADR(オフセット+6)を通して、使用するもう１つの(minor primary)論理 1

次アドレスを ADR1に設定します。
4. それぞれの 2次アドレスはホストシステムに保持しておきます。
この設定をしたデバイスをコントローラがトーカまたはリスナに指定すると、1
次アドレスが ADR0/ADR1に一致した場合、2次アドレスの受信で ISR1(オフセ
ット+1)の APTビットが 1にセットされ、GPIBは DACホールドオフ(DACを
アサートした状態のまま停止した状態)となります。ホストシステムは CPTR(オ
フセット+5)の内容がこのデバイスに該当する 2次アドレスかどうかを確認し、
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一致する場合は valid 補助コマンドを、一致しない場合は nonvalid 補助コマン
ドを発行して停止している GPIBバス動作を継続させます。（どちらの 1次アド
レスが指定されたかは ADSRのMJMNビットで確認します。) valid補助コマ
ンドを発行すると、デバイスはトーカまたはリスナとして指定された状態となり
ます。

11.2.6  3つ以上の論理デバイスつ以上の論理デバイスつ以上の論理デバイスつ以上の論理デバイス

NAT7210 を使用して、3 つ以上の論理デバイスをサポートすることも可能で
す。設定手順は次の通りです。
1. ADMR(オフセット+4)に 30Hを書き込みます。
2. AUXRF(オフセット+5)の DHATA、DHALAビット(通常アドレス指定の場

合)または DHALLビット(拡張アドレス指定の場合)をセットます。
この設定をしたデバイスは、AUXRFで指定した条件に一致するコマンドをコン
トローラから受信すると DAC ホールドオフ状態となり、ISR1(オフセット+1)
の CPTビットが 1にセットされますので、ホストシステムは CPTR(オフセット
+5)から GPIB コマンドを読みだし、指定されたアドレスかどうかを確認しま
す。トーカアドレスに該当する場合は、ADMR(オフセット+4)に B0Hと 30Hと
連続して書き込みます。リスナに該当する場合は ADMRに 70Hと 30Hを連続
して書き込みます。停止している GPIBバス動作は、前項のように validまたは
nonvalid補助コマンドを発行して再開させます。

11.3  コントローラ機能の設定コントローラ機能の設定コントローラ機能の設定コントローラ機能の設定

11.3.1  システムコントローラシステムコントローラシステムコントローラシステムコントローラ

GPIBシステムでは、１つのデバイスのみがシステムコントローラとなることが
でき、GPIBの RENと IFCラインを制御します。システムコントローラとして
使用する場合の手順は次の通りです。
1. JP4の設定

ジャンパソケットを SCの位置に挿入します。これにより、RENと IFC信
号は本ボードからドライブできるようになります。

2. Set IFC補助コマンドの発行
AUXMR(オフセット+5)に set IFC補助コマンド(1EH)を書き込みます。こ
れによりNAT7210は GPIBの IFC信号をアサートします。

3. 100usのウェイト
IEEE488.1は IFCが最低 100usアサートされることを規定しています。

4. Clear IFC補助コマンドの発行
AUXMR(オフセット+5)に Clear IFC補助コマンド(16H)を書き込みます。
これによりNAT7210はシステムコントローラとなり、GPIBの IFC信号は
解除されます。

システムコントローラは REN信号を Set REN/Clear REN補助コマンドを使用
して制御することができます。IEE488.1 は、REN を最低 100us の間アサート
するよう規定しています。
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11.3.2  コントローラのステートコントローラのステートコントローラのステートコントローラのステート

IEEE488.1 コントローラファンクションは数多くのステートで構成されていま
すが、ここではこれを 3つに分類します。
! Idleステート

IdleステートではNAT7210は Controller In Charge(CIC、動作中のコン
トローラ)ではないため、ATN 信号をドライブしません。他の CIC からト
ーカやリスナに指定された場合はデータの送受信は可能です。
GPIBシステムには複数のコントローラが存在できますが、ある時点で CIC
となることができるのはそのうちの 1つで、それ以外のコントローラは Idle
ステートとなっていなければなりません。
NAT7210は ponローカルメッセージがアクティブか、他のコントローラか
ら IFCをアサートされた場合に Idleステートとなります。

! Activeステート
Active ステートでは NAT7210 は CIC となり、ATN をアサートします。
Activeステートのコントローラは、リモートマルチラインメッセージ(コマ
ンド)の送信や、シリアルポール、パラレルポールを行います。

! Standbyステート
StandbyステートではNAT7210は CICですが、ATNのアサートを解除し
ます。Active ステート時に自分自身をトーカやリスナに指定しておくこと
で、Standbyステート時にデータの送受信を行うことができます。

11.3.3  コントローラのステート移行コントローラのステート移行コントローラのステート移行コントローラのステート移行

前項のステート間を移行させる方法を説明します。
Idleステート→Activeステート
NAT7210が補助コマンドによってシステムコントローラになった場合や、他の
CICから制御を渡された場合に Activeステートとなります。
他の CICから制御を渡す手順は次の通りです。
1. CICが制御を渡すNAT7210をトーカとして指定します。
2. CICが制御を渡すNAT7210に TCTメッセージを送出します。
3. CICは GPIBハンドシェークを終えると Idleステートに移行します。
4. 制御を渡されたNAT7210が Activeステートの CICとなります。

Activeステート→Standbyステート
NAT7210を Standbyステートに移行させる手順は次の通りです。
1. アドレスコマンドでトーカ・リスナの指定を完了させます。通常 Standby

ステートに移行させるNAT7210は、トーカまたはリスナとしてアドレス指
定されます。

2. ISR2(オフセット+2)の COビットが 1になるのを待ちます。
3. Go To Standby補助コマンドを発行します。
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Standbyステート→Activeステート
NAT7210を Activeステートに移行させる手順は次の通りです。
1. トーカまたはリスナとしてのデータ転送が終了するのを待ちます。ISR0(ペ

ージイン後オフセット+6)のSYNCビットでGPIBが同期しているかどうか
の確認ができます。

2. Take Control Asynchronously補助コマンドを発行します。
3. ISR2(オフセット+2)の COビットが 1になるのを待ちます。

Activeステート→Idleステート
NAT7210は他のデバイスに制御を渡した場合に Idleステートとなります。
他のデバイスに制御を渡す手順は次の通りです。
1. 制御を渡すNAT7210をトーカとして指定します。
2. 制御を渡すNAT7210に TCTメッセージを送出します。
3. CICは GPIBハンドシェークを終えると Idleステートに移行します。

11.4  コマンドの送出コマンドの送出コマンドの送出コマンドの送出
コントローラは次の手順でリモートマルチラインメッセージ(コマンド)を送出しま
す。
1. AUXRG(オフセット+5)の NTNLビットを 1にセットします。これによってシス

テム内にリスナがいない場合、コマンドを送出するのを防ぐことができます。
2. NAT7210を Activeコントローラステートにします。
3. ISR2(オフセット+2)の COビットが 1になるのを待ちます。
4. 以下の動作を各コマンドバイトについて行います。

・コマンドを CDOR(オフセット+0)に書き込みし、ISR2の COビットか、ISR1(オ
フセット+1)の ERRビットがセットされるのを待ちます。
・CO ビットがセットされた場合はコマンドがデバイスによって受け取られたこ
とを示します。ERRビットがセットされた場合は、GPIBシステムに正常に動作
していないデバイスが存在することを示します。

ホストシステムは、COと ERRビットをポーリングまたは割り込みによってチェック
することができます。ERRビットがセットされた場合は、New Byte Available False
補助コマンドで CDOR内容をクリアし、Clear ERR補助コマンドで ERRビットをク
リアしてください。(AUXRIの SISBビットが 0の場合は、ISR1のリードで ERRビ
ットがクリアされますのでご注意ください。)

11.5  データ転送データ転送データ転送データ転送

11.5.1  データ送出の手順データ送出の手順データ送出の手順データ送出の手順

デバイスがトーカとしてデータを送出する手順は次の通りです。
1. AUXRG(オフセット+5)の NTNL ビットを 1 にセットします。これによっ

てシステム内にリスナがいない場合、コマンドを送出するのを防ぐことが
できます。
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2. T1ディレイはシステムに応じて適切に設定されているものとします。
3. ホストシステムは ISR2(オフセット+2)のADSCビットが 1にセットされる

のをポーリングや割り込みによりチェックし、その後 ADSR(オフセット+4)
を読み出ししてNAT7210がトーカに指定されたことを確認します。

4. ISR1(オフセット+1)の DOビットが 1にセットされるのを待ちます。
5. 以下の動作を送出する各データバイトについて繰り返します。

・データをCDOR(オフセット+0)に書き込みし、ISR1のDOビットか、ERR
ビットがセットされるのを待ちます。
・DO ビットがセットされた場合はデータがデバイスによって受け取られ
たことを示します。ERR ビットがセットされた場合は、GPIB システムに
正常に動作していないデバイスが存在することを示します。

ホストシステムは、DOと ERRビットをポーリングまたは割り込みによってチ
ェックすることができます。ERR ビットがセットされた場合は、New Byte
Available False補助コマンドで CDOR内容をクリアし、Clear ERR補助コマン
ドで ERRビットをクリアしてください。(AUXRIの SISBビットが 0の場合は、
ISR1のリードで ERRビットがクリアされますのでご注意ください。)

11.5.2  EOIまたはまたはまたはまたは EOSの送出の送出の送出の送出

GPIBの ENDメッセージをデータバイトと同時に送る(EOIをアサートする)に
は、データを CDORに書き込む直前に Send EOI補助コマンドを発行してくだ
さい。
EOSメッセージの送出は、通常のデータと同様、単に EOSコードに相当するデ
ータを CDOR に書き込みするだけです。AUXRA(オフセット+5)の XEOS ビッ
トが 1にセットされている場合は、CDORへ書き込まれたデータが EOSRのデ
ータに一致すると、自動的に ENDメッセージが送られます。

11.5.3  T1 Delayの設定の設定の設定の設定

GPIB システムにおけるマルチラインメッセージのセトリング時間 T1 は
IEEE488.1で規定されており、NAT7210はこの規定に応じた T1を AUXRI(オ
フセット+5)のUSTDビットおよびAUXRB(オフセット+5)のTRIビットへの設
定で選択することができます。
IEEE488.1では GPIBシステムを次の３つに分類して、T1を規定しています。
ケース 1
トーカになるデバイスが 3-StateのドライバをDIO,DAV,EOIラインに使用し
ている場合

ケース 2
トーカはケース１の条件を満足し、48mAの 3-Stateドライバが使用されてい
ること。さらに以下の条件をすねてのデバイスが満足すること。
! システムの全てのデバイスは電源が入れられている
! ケーブルは 15m か、デバイス負荷数×1m のうち短いほうの長さを満足

している
! デバイスあたりの各信号の負荷容量は 50pFより小さい

ケース 3
上記 2つのケースに該当しない場合
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さらに、バス動作がデータ転送の 2バイト目以降については T1をさらに短くす
ることが許容されており、これらと対応するUSTDと TRIの設定値を整理する
と、表 11-1のように分類されます。

表 11-1 T1ディレイ最小値

ケースケースケースケース コマンド転送コマンド転送コマンド転送コマンド転送
データ転送データ転送データ転送データ転送 1 バイトめバイトめバイトめバイトめ

その他の転送その他の転送その他の転送その他の転送 USTD TRI

1 1100ns 500ns 1 0
2 1100ns 350ns 1 1
3 2000ns 2000ns 0 0

なお、ケース 1 に対する USTD、TRI ビットの設定値では、コマンド転送およ
びデータ転送の 1バイトめに使用する T1ディレイは 2000nsとなります。

11.5.4  nbaf補助コマンドの使用方法補助コマンドの使用方法補助コマンドの使用方法補助コマンドの使用方法

NAT7210がトーカで、CDORにはデータが書かれているものとします。このと
き、NAT7210が CDORのデータを転送する前にコントローラが ATNをアサー
トすると、コントローラが ATNのアサートを解除しても NAT7210はトーカの
ままのため NTNL=1 の場合は CDOR のデータを転送してしまいます。New
Byte Available False補助コマンドはこの転送を抑制します。

11.5.5  データ受信の手順データ受信の手順データ受信の手順データ受信の手順

デバイスがリスナとしてデータを受信する手順は次の通りです。
1. ホストシステムは ISR2(オフセット+2)のADSCビットが 1にセットされる

のをポーリングや割り込みによりチェックし、その後 ADSR(オフセット+4)
を読み出ししてNAT7210がリスナに指定されたことを確認します。

2. Holdoff Handshake Immediately補助コマンドによって起きたホールドオ
フ状態を解除するために Finish Handshake補助コマンドを発行します。

3. 以下の動作を送出する各データバイトについて繰り返します。
・ISR1(オフセット+1)の DIビットがセットされるのを待ちます。
・DIR(オフセット+0)から受信データを読み出します。

ホストシステムは、DI ビットをポーリングまたは割り込みによってチェックす
ることができます。

11.5.6  ENDまたはまたはまたはまたは EOSの受信の受信の受信の受信

ENDまたは EOSメッセージを受信すると、ISR1(オフセット+1)の END RXビ
ットが 1にセットされます。このビットは IMR0(ページイン後オフセット+6)の
NLENビットが 1にセットされている場合は 0AHの受信で、AUXRA(オフセッ
ト+5)のREOSビットがセットされている場合はEOSR(オフセット+7)に保持さ
れている値に一致するデータの受信でセットされます。EOI ラインのアサート
による END メッセージと、EOS メッセージを識別する必要がある場合は、
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ADR1(オフセット+7)の EOI ビット、ISR0(ページイン後オフセット+6)の NL
ビットと EOSビットで確認することができます。

11.6  アクセプタハンドシェークアクセプタハンドシェークアクセプタハンドシェークアクセプタハンドシェーク Holdoff
11.6.1  RFD Holdoff

NAT7210がリスナの場合、トーカに対して次のデータを受信する準備ができた
ことを通知するために、アサートされていた NRFD を解除します。NAT7210
はこの動作を行うために内部で rdy ローカルメッセージを発生します。rdy=1
の場合、NAT7210は次のデータを受信可能で、rdy=0の場合はデータ受信の準
備ができていないことを示し、NRFDはアサートされた状態となります。
“RFD Holdoff”とは、このように NRFD がアサートされてデータ転送が停止し
た状態をさします。NAT7210 は ATN のアサートされないデータ転送の場合に
のみ RFD Holdoffを行います。

11.6.2  Data受信モード受信モード受信モード受信モード

データバイト RFD Holdoff状態の制御は NAT7210のデータ受信モードに応じ
て行われます。各モードの動作は次の通りです。
! Normal

1バイトのデータを受信するたびに、RFD Holdoff状態となります。ホスト
システムが DIR(オフセット+0)を読み出すと RFD Holdoff は解除されま
す。

! RFD Holdoff On All Data
1バイトのデータを受信するたびに、RFD Holdoff状態となります。ホスト
システムは Finish Handshake補助コマンドを発行し RFD Holdoffを解除
します。

! RFD Holdoff On End
1バイトのデータを受信するたびに、RFD Holdoff状態となります。受信し
たデータが END条件を満たす場合、ホストシステムは Finish Handshake
補助コマンドを発行し RFD Holdoffを解除します。END条件を満足しない
データ受信の場合は DIR(オフセット+0)の読み出しで RFD Holdoffは解除
されます。
END条件は次の式で定義されます。

END=EOI+(REOS&EOS)+(NLEN&NL)
! Continuous

END 条件を満たすデータを受信した場合にのみ、RFD Holdoff 状態とな
り、その他のデータ受信では RFD Holdoff状態となりません。ホストシス
テムは Finish Handshake補助コマンドを発行し RFD Holdoffを解除しま
す。このモードでは、データ受信によって DIビットはセットされず、DIR
にもデータは得られません。
このモードはNAT7210をコントローラとして使用し、データを保存せずに
他のデバイス間のデータ転送をモニタするような場合に使用されます。
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11.6.3  DAC Holdoff
DAC Holdoffは、NAT7210がコントローラによって送られたコマンドバイトの
処理をまだ終了していない状態にあることを示します。このためコントローラは
GPIB にコマンドバイトを出力したまま、DAV 信号をアサートした状態となり
ます。DAC Holdoff を使用することで、制御プログラムは受信したコマンドの
処理が終わらないうちに次のコマンドが送られてくるような状況を回避するこ
とができます。DAC Holdoff 状態は、ホストシステムが Valid 補助コマンドか
Nonvalid補助コマンドを発行して解除することができます。
ほとんどのアプリケーションにおいて、NAT7210は受信したコマンドの処理を
自動的に行うため、DAC Holdoff を必要とすることはありません。(例えば、
NAT7210に 2つ以上のGPIB拡張論理アドレスを割り当てして処理を行うよう
な場合に DAC Holdoff使用します。）
DAC Holdoffが発生する条件は次の通りです。
SDHS　= [UCG+ACG&(TADS+LADS)]&未定義コマンド&CPT ENAB

+UDPCF&SCG&CPT ENAB
+DHADT&GET
+DHADC&(SDC+DCL)
+DHATA&TAG&~UNT
+DHALA&LAG&~UNL
+DHUNTL&(UNT+UNL)
+DHALL&(UCG+ACG+SCG)
+DHDC&(DCL+SDC&LADS)
+DHDT&GET
+SCG&(TPAS+LPAS)&(dual 拡張アドレスモード)

11.7  シリアルポールシリアルポールシリアルポールシリアルポール

11.7.1  サービスリクエストサービスリクエストサービスリクエストサービスリクエスト

NAT7210 がコントローラにサービスを要求する場合は、SRQ をアサートしま
す。NAT7210にサービス要求を行わせる手順は次の通りです。
1. Request rsv True補助コマンドを発行します。
2. SPMR(オフセット+3)にステータスバイトを書き込みます。なお、ビット 6

には 0を書き込みしてください。
Request rsv True補助コマンド発行後、STBO IEビットを1にセットしてSTBO
割り込みを有効にしている場合は、この割り込み条件が発生するまで SPMR へ
の書き込みを行わないでください。
uPD7210互換のサービスリクエスト方法を使用する場合は、次の手順に従って
ください。
1. SPSR(オフセット+3)の PEND ビットが 0 であることをチェックし、現在

シリアルポールに応答中ではないことを確認します。
2. SPMR(オフセット+3)にステータスバイトを書き込みます。このとき、ビッ

ト 6(rsvビット)を 1にセットします。
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PEND ビットは、シリアルポールが完了するまで 1 にセットされた状態となり
ます。

11.7.2  シリアルポールへの応答シリアルポールへの応答シリアルポールへの応答シリアルポールへの応答

IMR0(ページイン後オフセット+6)の STBO IEビットが 0の場合、NAT7210は
コントローラによってシリアルポールされると、ホストシステムの介在なしにス
テータスバイトを送出します。
STBO IEビットが 1 の場合、NAT7210 はシリアルポールにすぐに応答せず、
割り込みを発生します。ホストシステムは、この割り込み処理で SPMR にステ
ータスバイトを書き込みすると NAT7210 はこのステータスを送出します。(こ
のときステータスバイトのビット 6には 0を書き込みしてください。)

サービスリクエスト中の NAT7210 がシリアルポールされたされた場合は、
GPIBの DIO7ラインを使用して RQSメッセージを送ります。コントローラは
これにより、サービスリクエストを要求したデバイスを確認します。ステータス
バイトは通常 1 回読み出しされますが、複数回でも構いません。ただし、RQS
メッセージは最初の読み出し時にのみ送られます。

AUXRB(オフセット+5)の SPEOIビットがセットされている場合、NAT7210は
シリアルポール時に EOIをアサートします。

11.7.3  シリアルポールの実行シリアルポールの実行シリアルポールの実行シリアルポールの実行

NAT7210がコントローラの場合は、次の手順でシリアルポールを行うことがで
きます。
1. NAT7210を Activeコントローラステートにします。
2. UNT、UNLコマンドを送出し全てのデバイスをアドレス指定されていない

状態にします。
3. NAT7210をリスナに設定します。
4. SPEコマンドを送出します。
5. 以下の操作を必要な回数(または、サービスリクエストをしたデバイスが見

つかるまで)繰り返します。
・シリアルポールするデバイスをトーカに指定します。
・NAT7210をスタンバイコントローラにして、ステータスバイトを受信し
ます。
・NAT7210をアクティブコントローラにします。

6. SPDコマンドを送出します。
7. UNTコマンドを送出し、トーカアドレス指定を解除します。
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11.8  パラレルポールパラレルポールパラレルポールパラレルポール

11.8.1  パラレルポールへの応答パラレルポールへの応答パラレルポールへの応答パラレルポールへの応答

NAT7210がコントローラのパラレルポールに応答する場合には、コントローラ
に対して 1ビットの情報しか送ることができません。このビットは istローカル
メッセージの状態を反映しています。

AUXRB(オフセット+5)の ISS ビットが 1 にセットされている場合は、ist は
SRQSの状態を示します。つまり、NAT7210がサービス要求(SRQをアサート)
すると istが 1にセットされます。
ISSビットが 0の場合は、Set Parallel Poll Flag補助コマンド、Clear Parallel
Poll Flag補助コマンドを使用して istをセット、クリアすることができます。こ
の場合は istの意味を自由に決めることができます。

11.8.2  PP0/PP1/PP2
パラレルポールに対するデバイスの応答は、IEEE488.1 機能コードで 3 つに分
類されます。
! PP0

NAT7210 はパラレルポールに応答しません。この機能を使用する場合は
AUXRI(オフセット+5)のPP2ビットとPPR(オフセット+5)のUビットを 1
にセットしてください。

! PP1
NAT7210 のパラレルポールによる応答を、ホストシステムで設定します。
PPR(オフセット+5)への書き込みで使用する DIOの選択、istの応答極性選
択を行います。

! PP2
NAT7210のパラレルポールによる応答を、コントローラからリモートで設
定します。この場合は PPRへ直接設定することはできません。リモートメ
ッセージに従い、NAT7210が自動的に設定を行います。システムコントロ
ーラがパラレルポールの設定を行う手順は、次項をご参照ください。

11.8.3  リモートコンフィグレーションリモートコンフィグレーションリモートコンフィグレーションリモートコンフィグレーション

NAT7210がコントローラの場合、次の手順でデバイスをパラレルポールに応答
するようコンフィグレーションを行うことができます。
1. NAT7210を Activeコントローラステートにします。
2. 以下の操作を必要な回数繰り返します。

・UNLコマンドを送出し全てのリスナをアドレス指定されていない状態に
します。
・設定するデバイスのアドレスを、リスナとして指定します。
・PPCコマンドを送出します。
・PPEコマンドを送出します。
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PPE コマンドでは、パラレルポール応答に使用する DIO ラインと、ist がセッ
トされたときの DIOの応答極性を指定します。表 11-2をご参照ください。

表 11-2 PPEメッセージ

使用する使用する使用する使用する DIO ‘0’で応答する場合で応答する場合で応答する場合で応答する場合 ‘1’で応答する場合で応答する場合で応答する場合で応答する場合
DIO1 60H 68H
DIO2 61H 69H
DIO3 62H 6AH
DIO4 63H 6BH
DIO5 64H 6CH
DIO6 65H 6DH
DIO7 66H 6EH
DIO8 67H 6FH

例えば、istがセットされたときにパラレルポール結果が DIO1=1として得られ
るようにする場合は、PPEとして 68Hを指定します。
特定のデバイスのパラレルポールへの応答を禁止するには、上述の PPEコマン
ドのかわりに PPDコマンドを送出します。また、全てのデバイスのパラレルポ
ール応答を禁止する場合は PPC、PPE コマンドのかわりに PPU コマンドを使
用します。

11.8.4  パラレルポールの実行パラレルポールの実行パラレルポールの実行パラレルポールの実行

NAT7210をコントローラとして他のデバイスをパラレルポールする手順は次の
通りです。
1. NAT7210を Activeコントローラステートにします。
2. Execute Parallel Poll補助コマンドを発行します。
3. ISR2(オフセット+2)の COビットがセットされるのを待ちます。
4. CPTR(オフセット+5)を読み出し、パラレルポール結果を得ます。

11.9  リモート／ローカルリモート／ローカルリモート／ローカルリモート／ローカル
NAT7210は IEEE488.1の Remote/Local機能をインプリメントしており、ISR2(オフ
セット+2)の LOKビットと REMビットを使用してその状態を知ることができます。
LOK ビットは、デバイスがコントローラからの LLO リモートメッセージを受信する
とセットされ、ロックアウト状態であることを示します。ロックアウト状態は、REN
ラインのアサートが解除されると同時に解除されます。
REM ビットは、REN ラインがアサートされてコントローラからアドレス指定される
とセットされ、リモート状態となります。リモート状態は、RENラインのアサートが
解除されるか、コントローラからの GTLメッセージを受信するか、あるいは Return To
Local 補助コマンドにより解除されてローカル状態に戻ります。(ロックアウト状態で
は Return To Local補助コマンドは無効です。)

なお ISR2には LOKCビットと REMCビットが用意されており、LOKビットおよび
REMビットの状態変化により割り込みを起こすことができます。
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11.10  デバイストリガデバイストリガデバイストリガデバイストリガ
NAT7210 がリスナの場合にコントローラから GET リモートメッセージを受信する
と、ISR1(オフセット+1)の DETビットが 1にセットされます。IMR1(オフセット+1)
の DET IE ビットが 1 にセットされていると、このとき割り込みが発生します。
AUXRE(オフセット+5)の DHDT ビットがセットされている場合は、このとき同時に
DAC Holdoff 状態となります。DAC Holdoff 状態で停止したバス動作を継続するに
は、Valid補助コマンドを発行してください。
AUXRE(オフセット+5)の DHADTビットがセットされている場合は、NAT7210がリ
スナとして指定されているかどうかにはかかわりなく、GETリモートメッセージの受
信で DAC Holdoff状態となります。
DHDT または DHADT で割り込みを起こす必要があるときは、IMR1(オフセット+1)
の CPT IEを 1にセットしてください。

11.11  デバイスクリアデバイスクリアデバイスクリアデバイスクリア
NAT7210 がコントローラから DCL リモートメッセージを受信した場合、または
NAT7210がリスナに指定された状態でコントローラから SDC リモートメッセージを
受信した場合、ISR1(オフセット+1)の DECビットが 1にセットされます。IMR1(オフ
セット+1)の DEC IEビットが 1にセットされていると、このとき割り込みが発生しま
す。AUXRE(オフセット+5)の DHDC ビットがセットされている場合は、このとき同
時に DAC Holdoff状態となります。DAC Holdoff状態で停止したバス動作を継続する
には、Valid補助コマンドを発行してください。
AUXRE(オフセット+5)の DHADCビットがセットされている場合は、NAT7210がリ
スナとして指定されているかどうかにはかかわりなく、DCL または SDC リモートメ
ッセージの受信で DAC Holdoff状態となります。
DHDC または DHADC で割り込みを起こす必要があるときは、IMR1(オフセット+1)
の CPT IEを 1にセットしてください。



88

12  外形寸法図外形寸法図外形寸法図外形寸法図

32

1

図 12-1 外形寸法図

寸法は原寸大ではありませんのでご注意ください。
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13  回路図回路図回路図回路図

図 13-1 HT3020回路図



90

付録付録付録付録 A HT3020のののの Cによる操作による操作による操作による操作

ここではサンプルプログラムに使用している、3020gpib.h,3020gpib.cのマクロ定義お
よび関数について説明します。

A.1 定義されている定数定義されている定数定義されている定数定義されている定数
! I/Oベースアドレス

BASE_3020
0x02C0が設定されていますので、JP1を変更した場合はこの設定値も変更する必
要があります。

! レジスタ名
DIR,CDOR,ISR1,IMR1,ISR2,IMR2,SPSR,SPMR,VSR,ICR2,ADSR,ADMR
CPTR,AUXMR,SASR,ADR0,ADR,ISR0,IMR0,ADR1,EOSR,BSR,BCR,DIPSW
これらのレジスタ名は、inp()関数や outp()関数のポートアドレス指定に使用でき
ます。

! 補助レジスタ名
AUXRA,AUXRB,AUXRE,AUXRF,AUXRG,AUXRI,ICR,PPR
これらの補助レジスタ名は、AUXMR へ outp()関数で書き込みを行うときに設定
値のベースとして使用します。例えば AUXRBの ISSbitと TRIbitをセットする
場合は outp(AUXMR,AUXRB|ISSbit|TRIbit)のようにビット定義を AUXRBと
ORして記述することができます。A.2.1項に示すような補助レジスタ設定のため
のマクロ定義も用意しています。

! レジスタビット名

表 A-1 各レジスタのビット名

レジスタレジスタレジスタレジスタ ビット名称ビット名称ビット名称ビット名称
ADR ARSbit, DTbit,Dlbit
ADSR CICbit, ATNbit, SPMSbit, LPASbit, TPASbit, Labit, TAbit,MJMNbit
AUXRA BINbit, XEOSbit, REOSbit
AUXRB ISSbit, INVbit, TRIbit, SPEOIbit, CPTEbit
AUXRE DHADTbit, DHADCbit, DHDTbit, DHDCbit
AUXRF DHATAbit, DHALAbit, DHUNTbit, DHALLbit
AUXRG NTNLbit, RPP2bit, DISTCTbit, CHESbit
AUXRI USTDbit, PP2bit, SISBbit
IMR0 GLINTbit, STBOIEbit, NLENbit,IFCIIEbit, ATNIIEbit, SYNCIEbit
IMR1 CPTIEbit, APTIEbit, DETIEbit, ENDIEbit,DECIEbit, ERRIEbit

DOIEbit, DIIEbit
IMR2 SRQIIEbit, COIEbit, LOKCIEbit, REMCIEbit, ADSCIEbit
ISR0 nbabit, STBObit, Nlbit, EOSbit, IFCIbit, ATNIbit, SYNCbit
ISR1 CPTbit, APTbit, DETbit, ENDRXbit, DECbit, ERRbit, Dobit, Dibit
ISR2 INTbit, SRQIbit, LOKbit, REMbit, Cobit, LOKCbit, REMCbit, ADSCbit
SPMR RQSbit
これらのビット名は、そのビットが 1 となるバイトデータとして定義されていま
すので、複数のビットを 1 にセットする場合には論理 OR をとってください。例
えば IMR1 の DOIE と DIIE を同時に 1 にするのであれば、DOIIEbit|DIIEbit
とします。

! 補助コマンド名
PON, CLEAR_IST, CHIP_RESET, RHDF, RTL, SEOI, NONVALID, RQC, IST, RLC
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LUT, LUL, SET_RTL, NBAF, VALID, GTS, TCA, TCS, TCSE, LTN, LTN_CONT, LUN,
CLEAR, RSC, SW9914, CLEAR_IFC, SET_IFC, CLEAR_REN, SET_REN, REQT, REQF
RPPL, PAGEIN, HLDI, CLEAR_DET, CLEAR_END, CLEAR_DEC, CLEAR_ERR,
CLEAR_SRQI, CLEAR_LOKC, CLEAR_REMC, CLEAR_ADSC, CLEAR_IFCI
CLEAR_ATNI, CLEAR_SYNC, SET_SYNC
これらの補助コマンド名は、AUXMRに書き込みする補助コマンドニモニックに対
応しています。なお主要な補助コマンドについては、補助コマンドの発行をマク
ロ定義していますので A.2節の機能別説明をご参照ください。

! マルチラインコマンド
UNL, UNT, GTL, SDC, PPC, GET, TCT, LLO, DCL, PPU, SPE, SPD, PPD
これらのマルチラインコマンドニモニックは、issue_MLC()関数の引数として与
えることができます。

! アドレスモード
No_Addressing, Normal_Dual, Extended_Single, Extended_Dual
Listen_Only, Talk_Only
これらのアドレスモード設定値は、ADMRに書き込みます。

! データ受信モード
Normal_Handshake, RFD_Holdoff_On_All, RFD_Holdoff_On_END, Continuous
これらのデータ受信モードは AUXRAに書き込みます。AUXRAの他のビットで 1
に設定するものがある場合は、論理 ORしてください。例えば AUXRAの REOS
ビットを 1にセットし、データ受信モードは RFD_Holdoff_On_ENDとする場合
であれば、REOSbit|RFD_Holdoff_On_ENDとして設定します。

A.2 関数関数関数関数
この節では、定義されている関数(マクロおよびプログラム)を機能別に説明します。

A.2.1 初期設定関連初期設定関連初期設定関連初期設定関連
! pon(),chip_reset(),set_IFC(),clear_IFC(),set_REN(),clear_REN()

以上のマクロ関数は対応する補助コマンドを発行します。
! set_ADMR(x)

使用するアドレスモードを設定するマクロ関数です。引数には前項のアド
レスモード設定値のいずれかを設定します。

! set_ADR0(x), set_ADR1(x)
各アドレスレジスタへ引数を設定するマクロ関数です。

! disable_ADR0(), disable_ADR1()
各アドレスレジスタの動作を禁止するマクロ関数です。

! set_AUXRA(x), set_AUXRB(x), set_AUXRE(x), set_AUXRF(x)
set_AUXRG(x), set_AUXRI(x)
補助レジスタの設定を行うマクロ関数です。引数には 1 を設定するビット
名を ORした式を記述します。例えば AUXRBの ISSビット、TRIビット
をセットする場合は set_AUXRB(ISSbit|TRIbit)とします。全てのビット
を 0にクリアする場合は、引数に 0を指定してください。

! set_8MCLK(x)
NAT7210への供給クロック周波数を 8MHzに設定するマクロ関数です。引
数(0または 1)は ICR2の SLOWビットに設定されます。通常この設定値は
0にします。

! issue_IFC()
IFCを約 100uS間アサートし、このボードをシステムコントローラとする
関数です。この関数は HT1010 の CPU(V55PI)内蔵ソフトウェアタイマカ
ウンタ(STMC)を使用していますので、STMC は停止させないでください。
(STMCは ROMDOS起動時に設定され始動します。)
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! int timeout
タイムアウト時間を設定する変数で、20 に初期化されています。データ送
受信関数やコマンド送信関数は、この数値×55msをタイムアウト時間とし
ています。なお、タイムアウト時間の基準には DOSのシステムティックを
使用していますので、HT1010 の CPU(V55PI)内蔵ソフトウェアタイマカ
ウンタ(STMC)を停止させたり、この割り込みを禁止するとタイムアウトチ
ェックがきかなくなりますのでご注意ください。

A.2.2 コントローラ状態制御コントローラ状態制御コントローラ状態制御コントローラ状態制御
! take_control_async(), take_control_sync(), tcs_on_END()

コントローラスタンバイ状態からアクティブ状態に移行するためのマクロ
関数です。それぞれ tca, tcs, tcse補助コマンドを発行します。

! go_to_standby()
コントローラをスタンバイ状態に移行させるマクロ関数です。gts補助コマ
ンドを発行します。

! listen(), listen_continuous(), unlisten()
これらのマクロ関数は、通常コントローラが自分自身をリスナ指定した
り、解除したりするために使用します。それぞれ ltn, ltn cont, lun補助コ
マンドを発行します。

! release_control()
コントローラをアイドル状態に移行させるマクロ関数です。

A.2.3 ハンドシェーク制御ハンドシェーク制御ハンドシェーク制御ハンドシェーク制御
! finish_handshake()

RFD Holdoff状態を解除するマクロ関数で、rhdf補助コマンドを発行しま
す。

! valid(), nonvalid()
DAC Holdoff 状態の制御を行うマクロ関数で、それぞれに該当する補助コ
マンドを発行します。

! holdoff_immediately()
RFD Holdoffを強制的に行うマクロ関数で、hldi補助コマンドを発行しま
す。

A.2.4 ステータスクリアステータスクリアステータスクリアステータスクリア
! clear_DET(), clear_END(), clear_DEC(), clear_ERR(), clear_SRQI()

clear_LOKC(),clear_REMC(), clear_ADSC(), clear_IFCI(), clear_ATNI()
対応するステータスビットのクリアを行うマクロ関数です。これらの関数
は AUXRIの SISBビットが 1の場合に使用してください。

A.2.5 コマンド送出コマンド送出コマンド送出コマンド送出

! int issue_MLC(unsigned command)
HT3020 がコントローラ時にマルチラインコマンドを GPIB に送出する関
数です。コマンド送出が成功した場合は 0が、失敗した場合(タイムアウト
や、バスにリスナがいない等)は 04Hが返されます。

! issue_MTA(x),issue_MLA(x)
issue_MTAはトーカアドレスコマンドを、issue_MLAはリスナアドレスコ
マンドを GPIBに送出するマクロ関数です。xには 0から 31までの GPIB
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アドレスを指定します。アドレス送出が何らかの原因で失敗した場合は戻
り値が 04H,成功した場合は戻り値が 0となります。

A.2.6 データ転送データ転送データ転送データ転送

! int receive_data_c(int ta, unsigned char *buffer)
HT3020 がコントローラの場合に、トーカを指定して buffer にデータを受
信する関数です。END 条件に合致するデータ受信でデータ転送が終了し、
受信データ数が戻り値として返ります。データ転送が何らかの原因で起動
されなかったり、タイムアウトとなった場合は戻り値が-1となります。

! int send_data_c(int ta, int la, unsigned char *buffer, int length)
HT3020がコントローラの場合に、トーカ taとリスナ laを指定して buffer
内のデータを指定した lengthバイト数分送信する関数です。トーカアドレ
スにはコントローラのアドレスを指定してください。最終データの送信時
に EOIをアサートします。正常にデータ転送が行われた場合は、転送した
データ数が戻り値として返ります。データ転送が何らかの原因で起動され
なかったり、タイムアウトで終了した場合、またはハンドシェークエラー
となった場合は戻り値が-1となります。

! int receive_data(unsigned char *buffer)
HT3020がリスナの場合に、bufferにデータを受信する関数です。END条
件に合致するデータ受信でデータ転送が終了し、受信データ数が戻り値と
して返ります。データ転送がタイムアウトで終了した場合は戻り値が-1 と
なります。

! int send_data(unsigned char *buffer, int length)
HT3020がトーカの場合に、buffer内のデータを lengthバイト数分送信す
る関数です。最終データの送信時に EOIをアサートします。正常にデータ
転送が行われた場合は、転送したデータ数が戻り値として返ります。デー
タ転送がタイムアウトで終了したり、ハンドシェークエラーとなった場合
は戻り値が-1となります。

A.2.7 シリアルポールシリアルポールシリアルポールシリアルポール

! void init_serial_poll(void), int serial_poll(int adr), void finish_serial_poll(void)
HT3020 がコントローラの場合に、シリアルポールを実行するための関数
です。シリアルポールを開始するには init_serial_poll()をまず実行します。
次にシリアルポールするデバイスのアドレスを与えて serial_poll(adrs)を
実行します。デバイスからのステータスはこの関数の戻り値となります。
シリアルポールしたデバイスがサービス要求している場合は、ステータス
のビット 6 が 1 にセットされます。シリアルポールしたデバイスがサービ
ス要求していない場合は、次にシリアルポールするアドレスを与えて
serial_poll 関数を再度呼び出し、サービス要求したデバイスが見つかるま
でこれを繰り返します。サービス要求したデバイスが見つかった場合は、
finish_serial_poll()を実行し、シリアルポール動作を終了させます。

! generate_SRQ(x)
サービスリクエストを行うためのマクロ関数です。引数にはコントローラ
に送出するステータスバイトを設定します。なお、引数のビット 6 には必
ず 0を設定してください。
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A.2.8 パラレルポールパラレルポールパラレルポールパラレルポール

! void ppoll_config(int la, int line, int s)
コントローラがリモートパラレルポールコンフィグレーションを行う関数
です。引数として、リスナアドレス la、応答に使用する DIO1-8ライン line、
極性 sを与えます。DIOラインの番号は 1から 8ですのでご注意ください。
例えば、デバイスの istがアクティブの場合に DIO1ラインを使用して 1で
応答する場合には、ppoll_config(7,1,1)のように設定します。

! int ppoll(void)
コントローラがパラレルポールを行う関数です。戻り値は DIOラインの状
態となります。

! ppoll_unconfig()
パラレルポールコンフィグレーションを解除するマルチラインコマンド
PPUを発行するマクロ関数です。
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付録付録付録付録 B バス状態バス状態バス状態バス状態・コマンド略号・コマンド略号・コマンド略号・コマンド略号

本マニュアルでは GPIBの詳細については触れていませんが、説明中では IEEE488.1
で定義されている状態名やローカルコマンド名をそのまま使用していますので、ここ
ではその略号の一部について表 B-1に紹介します。

表 B-1 状態・メッセージニモニック

記号記号記号記号 ステートステートステートステート

ACDS Acceptor Data State

ACRS Acceptor Ready State

ANRS Acceptor Not Ready State

CADS Controller Addressed State

CACS Controller Active State

CIDS Controller Idle State

CSBS Controller Standby State

DCAS Device Clear Active State

DTAS Device Trigger Active State

HSTS High Speed T1 State

LACS Listener Active State

LADCS Listener Addressed Or Active

State

LADS Listener Addressed State

LIDS Listener Idle State

LOCS Local State

NPRS Negative Poll Response State

PACS Parallel Poll Addressed To

Configure State

PPAS Parallel Poll Active State

SDYS Source Delay State

SGNS Source Generate State

SHAS Source High-Speed Active State

SIDS Source Idle State

SPAS Serial Poll Active State

SPIS Serial Poll Idle State

SPMS Serial Poll Mode State

SRQS Service Request State

STRS Source Transfer State

TACS Talker Active State

TADS Talker Addressed State

TIDS Talker Idle State

TPAS Talker Primary Addressed

State

TPIS Talker Primary Idle State

記号記号記号記号 ローカルメッセージローカルメッセージローカルメッセージローカルメッセージ

ist Individual Status
lon Listen Only
lun Local Unlisten
nba New Byte Available
pon Power On
rdy Ready For Next Message
rsv Request Service
sic Send Interface Clear
sre Send Remote Enable
ton Talk Only

記号記号記号記号 リモートメッセージグループリモートメッセージグループリモートメッセージグループリモートメッセージグループ

ACG Addressed Command Group
LAG Listen Address Group
PCG Primary Command Group
SCG Secondary Command Group
TAG Talk Address Group
UCG Universal Command Group
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